


岐阜大学留学生センター・フォーラム

岐阜地域の国際化戦略
－大学と自治体の連携の可能性－

主 催　　岐阜大学留学生センター
日 時　　平成21年 2 月27日（金）14：00 ～ 16：30
会 場　　岐阜大学　医学部記念会館 2階ホール（多目的会議室）

趣 旨
　現在、世界各国が将来を見据えて、留学生交流（受入・派遣）という「国際化」を推進してい
ます。わが国でも「留学生30万人計画」が策定され、交流推進への大きな動きが本格化しつつあ
ります。
　岐阜地域でも留学生が、卒業後も地域社会に定住するなか、大学と大学、大学と地域の連携の
重要性は増しています。しかしながら、相互に情報を交換する機会は皆無です。今回、県内の大
学・自治体が、より良い岐阜地域の国際化に向けて、どのように連携して行くか、その可能性を
検討します。

プログラム
13：00 ～ 14：00	 受付
14：00 ～ 14：10	 開会の挨拶　　岐阜大学理事（教学担当）副学長　古田善伯
14：10 ～ 14：30	 「岐阜から世界へ－岐阜市立女子短期大学の国際交流活動－」
	 　　　須永		敬氏	（岐阜市立女子短期大学　准教授）
14：30 ～ 14：50	 「岐阜経済大学に入学する留学生数の推移とそれに伴う変化」
	 　　　加藤由紀子氏	（岐阜経済大学　准教授）
14：50 ～ 15：10	 「留学生教育と地域－岐阜大学サマースクールの試み－」
	 　　　森田晃一氏　（岐阜大学留学生センター　教授）
15：10 ～ 15：20	 休憩
15：20 ～ 15：40	 「地域と大学との連携を目指して」
	 　　　新田		豊氏	（岐阜県　総合企画部国際課）
15：40 ～ 16：00	 「岐阜市の国際交流と多文化共生」
	 　　　山本哲也氏	（岐阜市　市民参画部国際課）
16：00 ～ 16：20	 「各務原国際協会のこれまでの取り組みと今後の課題」
	 　　　奥村和彦氏	（各務原市　産業部観光交流課）
16：20 ～ 16：30	 質疑応答
16：30		 閉会の挨拶　　岐阜大学留学生センター長　小林浩二
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　こんにちは。副学長の古田でございます。
　私は副学長になって約 1年たつのですが、そ
の間、留学生の関係の仕事をしております。こ
こにあります留学生センターがいろいろ企画を
立てて、いろんなことをやっておられるのを聞
いて、それで留学生さんたちは大分助かってい
るのではないかと思っております。
　国の施策としましては、留学生10万人計画と
いうのが始まりまして、何とかそれを達成した
途端に、今度は留学生30万人計画という膨大な
人数の計画を立てております。それが今進んで
おるわけでございますが、これに対する対応が
これから進められてくると思いますが、そうい
う中で、岐阜県、岐阜大学としてどう取り組む
かというところがこれから大きな課題になって
まいります。
　つい先日の会議で、岐阜県全体でどのくらい
の留学生さんがおられるかということを知った
のですが、昨年の 5月の段階では1,343名の留
学生さんがおられるということです。そのうち、
本学は大体400名弱でございまして、その大半、
九十何％がアジア系の留学生さんでございま
す。そういったことを前提に置きながら考えて
いく必要があるかなと思っております。
　そういう関係で、つい最近、今、円が非常に
高くて、仕送りなど非常に困っておられるとい
うことで、留学生の一部の方に、円高に苦しん
でおられるだろうということで 1人 5万円をお
配りするということをやりました。それで足り
るかどうか、全然足らんと思うのですけれども、
少しでも援助できる、そういう体制を今考えて
おるところでございます。
　それから、今、国立大学法人の場合は、次期
の中期目標、中期計画を立てることになってお

りまして、その中に本学は国際化というのを強
くうたおうということで、その取り組みについ
て今検討しているところでございます。
　その辺も含めて、今後、特に留学生センター
が留学生を受け入れる体制、それをどうするか
ということも含めて、今検討しているところで
ございます。
　本学の特徴なのですけれども、私が見た限り
は、留学生さんは、センターを介して、岐阜県
の地域と非常に密着した交流をされているとい
うことでございます。その辺が非常に特徴的か
なと思います。こういったことをさらに拡大し
ていって、今度は大学間、それから地域、それ
から日本中、いろんなところで活躍できるよう
になればなあと思っております。
　特に本学の場合、サマースクールというのを
昔からやっております。これは、ユニークな取
り組みでございまして、地域へ実際行って、そ
こで皆さんと交流するということで、これは全
国でも有名なところでございます。そういった
ことをさらに発展していければと思っておりま
す。
　きょうは、大学から 3名の先生、それから自
治体から 3名の講師さんをお招きしまして、そ
れぞれこの地域の中での留学生のあり方などに
ついて、連携の仕方について、議論をされるわ
けですが、きょうのフォーラムが本当に実りあ
るものになることを願っております。貴重な意
見をお伺いしたいと思います。よろしくお願い
いたします。
　以上、簡単ですが、私のあいさつといたしま
す。（拍手）

開会の挨拶
岐阜大学　教学担当理事　副学長　　　古　田　善　伯
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【司　会】　須永敬先生は、神奈川大学大学院で
歴史民俗資料学を学ばれた後、韓国の翰林大学
の客員講師、それから国立歴史民俗博物館リ
サーチアシスタント、信州大学特別研究員等を
歴任され、現在は岐阜市立女子短期大学国際文
化学科の准教授として、国際交流活動にも携
わっておられます。
　本日は、「岐阜から世界へ─岐阜市立女子短
期大学の国際交流活動─」と題して、大学の取
り組みを発表していただきます。では、須永先
生、よろしくお願いいたします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　ただいまご紹介いただきました岐阜市立女子
短期大学の須永と申します。本日は、「岐阜か
ら世界へ」という非常に大きなタイトルでお話
をさせていただくことになります。
　今日はそれぞれの先生方からいろいろなお話
があると思うんですが、この報告では岐阜の学
生たちをどうやって世界に研修という形で送り
出しているか、その点のご紹介を中心にお話を
させていただければと存じます。どうかよろし
くお願いします。
　それでは、報告を始めさせていただきます。

国際交流活動の概要
　「岐阜から世界へ」ということでお話しさせ
ていただきますが、まず国際交流活動の概要に
ついてお話をさせていただきたいと思います。
　岐阜市立女子短期大学では国際学術交流協定
校がありまして、6校の大学・専門学校と協定
を結んでおります。上から時計回りに、ブラッ
クヒルズ州立大学、トマス・モア大学。これは
いずれもアメリカの姉妹校になります。また、
オーストリアのヘッツェンドルフ服飾専門学

校、イタリアのポリモーダ専門学校、中国の浙
江工業大学、韓国の威徳大学校。以上の 6つの
大学・専門学校と交流協定を結んでおります。
　また、岐阜市立女子短期大学―以下、岐女短
と略称させていただきます―岐女短の方では、
岐阜市立ということもありまして、岐阜市の姉
妹都市・友好都市にある大学とこのような交流
協定を結んでいるところに特徴があります。つ
まり岐阜市の国際交流活動とタイアップするよ
うな形で、本学の国際交流活動を展開している
のです。

留学生の受け入れ
　次に、留学生の受け入れについてなんですけ
れども、これがちょっと調べてみたところ、
2000年、つまり、一

ひ と

日市
いち ば

場の新しいキャンパス
に移ってから2008年までの 9年間で留学生が
たったの 3人です。これは次の岐阜経済大学の
ご発表だとか、岐阜大学の事例と比べると圧倒
的に少ない数なわけですね。なぜかというと、
岐女短は短期大学なんですね。短期大学という
のは、世界でも珍しい学制で、海外、例えば中
国から岐女短に留学して、そのまま国に帰った
としても、専門学校卒のような扱いになってし
まう場合があるわけです。韓国なんかでもそう
なんですけれども、このような理由から、海外
から短大に留学してくるメリットというのは非
常に少なくなっております。現在、全国の国公
立短期大学に留学している留学生を全員集めて
きてもたったの 7人しかいません。そのうちの
貴重な 1名が岐女短に在学しているのですが、
留学生30万人計画という掛け声があるにもかか
わらず、短期大学というのは留学生の受け入れ
にはあまり向いていないところがあるのかなと

発表（大学）

岐阜から世界へ
　─岐阜市立女子短期大学の国際交流活動─

岐阜市立女子短期大学国際文化学科　准教授　　須　永　　　敬
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思います。
　また、こういった状況ですので、現在岐女短
には留学生受け入れ部局は存在していません。
このことも今後の課題になってくるところだと
思います。また、留学生にせっかく入学しても
らっても、就職が大変なのです。企業でも、最
近では四大卒しか採らないと言ってくるところ
があるんですけれども、大卒の留学生を入れる
という企業はあっても、短大を出た留学生に門
戸を開いているところはほとんどないのが現状
です。そういう意味では、岐女短に留学してき
ても、就職先がないので結局また中国に帰って
しまうという事例があります。また、運よく四
大に編入していく学生もいますけれども、その
ときも、日本人と全く同じ編入試験を受けなけ
ればいけない。短大への留学生にはこういった
デメリットがあるのです。これが現在の岐女短
の置かれた状況といえます。
　また、岐女短では短期訪問学生の受入もして
います。これは国際文化学科という学科の活動
で、姉妹校のブラックヒルズ州立大学から、教
員、学生がほぼ毎年数名やってまいります。向
こうからやってきた教員と学生を、国際文化学
科の教員と、学生の団体である国際交流クラブ
が受け入れを企画、担当しています。韓国や中
国の姉妹校からもやはり岐阜に行きたいという
声はあるんですけれども、残念ながら、岐女短
には寮であるとか、宿泊施設がありませんので、
受け入れがなかなか難しいのです。岐阜のホテ
ルに泊まってくださいとなると、ちょっとお金
がないということになりますので、話は毎年の
ように出るんですが、宿泊施設がないというこ
とで、結局申し出をお断りしているというのが
現状です。

海外研修の実施
　また、岐女短では毎年海外研修を実施してい
ます。皆さんも記憶に新しいと思うんですが、
今から半年ほど前に世界遺産への落書き問題と
いうのが起こって、そのイメージが強いかと思
いますが、現在、岐女短では、四つある学科の
うちの 3学科（英語英文・国際文化・生活デザ

イン）で海外研修を実施しています。うち英語
英文学科と国際文化学科は海外研修に参加すれ
ば単位がもらえるようになっています。また、
全研修には 1名から 2名の専任教員が引率担当
者として参加をしております。
　さて、ここで2000年度から本年度までの海外
研修参加者数をご覧いただきたいのですが、こ
れが驚くべき人数なのです。岐女短は、1学年
の定員が約240人、全学で約500名程と、ちょっ
とした高校よりも小さい短期大学なんですけれ
ども、9年間の海外研修参加者数―たとえば
2000年は、アメリカ19名、韓国12名、ヨーロッ
パ41名の計72名となります―を積算していきま
すと、この 9年間で何と702人が海外に行って
いるということになります。例えば今年度の場
合、113名が海外研修に参加しているわけです
ね。これは、海外研修を実施している三つの学
科の人数で割りますと、約 3名に 1人が海外研
修に参加しているという数字になります。この
ように、岐女短では2000年から2008年までの 9
年間で702名もの学生を世界に、ちょっと大げ
さですけど、海外に送り出しているのです。

韓国・中国研修
　さて、今回は海外研修の実例についてちょっ
と紹介させていただきたいと思いますが、国際
文化学科では中国研修と韓国研修を実施してお
ります。この両研修は私が担当しているので、
それを中心にご紹介させていただきたいと思い
ます。
　まず、研修の概要ですが、研修期間はいずれ
も 8日間、約 1週間ですね。この研修に参加す
ると 1単位がもらえます。また、事前説明会を
3回実施しまして、ここには業者も一緒に参加
してもらって、旅行上の諸注意を話してもらい
ます。現地で実施する研修内容は、基本的には
午前中は語学講座―受け入れ校の教員が、中国
であれば中国語、韓国であれば韓国語の講座を
行います―、午後は現地学生との交流活動が中
心になっています。
　また、本研修の特徴として、ホームステイと
組み合わせて行うフィールドワークというのが
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あります。後ほどその様子をスライドで見てい
ただきますけれども、このフィールドワークと
いうのが非常にユニークな試みになっていま
す。
　また、フィールドトリップというのは主に文
化史跡の見学です。このような企画を織り込ん
で研修を実施しています。
　岐女短の国際交流協定校ですが、韓国は威徳
大学校、中国の方が浙江工業大学です。いずれ
も 4年制の総合大学です。浙江工業大学と聞く
と工業科の単科大学のようなイメージがあるか
もしれませんが、実は総合大学です。浙江省で
第 2位の大学ですけれども、こういった学校と
協定を結んでいます。またこの大学は岐阜市の
友好都市杭州市にあります。
　写真（発表資料参照のこと、以下同）は語学
講座の様子ですけれども、左側が韓国語、右側
が中国語の授業を受けているところです。こう
いった語学研修を午前中に実施して、語学のト
レーニングをします。教員はネイティブですの
で、日本語は使わないんですね。中国語で中国
語を勉強する、韓国語で韓国語を勉強するとい
うことになります。学生も最初は戸惑います。
大学では、日本語ができる韓国人の先生が韓国
語を教えるとか、そういったことが普通なんで
すけれども、そういう甘い考えではここでは対
応できないわけです。質問も、韓国語で質問し
なければいけないのです。このような環境の中
で、短い時間ですけれども本場の語学を勉強し
てもらう機会を作っています。
　また、現地学生との交流活動もプログラムに
組み込んでおります。現地の学生は日本学科の
学生と交流をしています。なぜかというと、こ
ちらの学生はそれほど中国語、韓国語ができな
いわけです。英語であればともかく、中国語や
韓国語についてはまだ勉強して半年とか 1年半
ぐらいですので、中国の大学の日本語学科、韓
国の大学の日本語学科の学生さんと交流するわ
けです。そうすると、現地の学生が日本語を相
当しゃべれますので、― 2年生ぐらいになると
ほとんど日常会話に問題はありません―現地の
学生は日本語を使い、日本の学生は現地の言葉

にチャレンジする、このように言葉のエクス
チェンジのような形でコミュニケーションを
とっています。
　例えば左側の写真を見ていただくと、これは
「韓国の歌を日本語に訳して歌ってみよう」と
いう企画を向こうの学生が提案してくれて、翻
訳作業をしているところです。相当手こずりな
がら、辞書を引いたり、いろいろ相談したりし
ながらやっています。それで、最後は日韓の学
生で歌を一緒に歌って披露するということにな
ります。
　また、右側の写真は、中国語で自己紹介をし
ようという企画です。日本の学生は中国語で自
己紹介をします。中国の学生は日本語で自己紹
介をします。そして、違うところは「違うよ」
と、上手にできたところは「上手にできたね」
とアドバイスし、お互いに学び合う機会になっ
ています。
　また、現地の文化を学ぶ活動も行っています。
左側は安東にある陶山書院です。安東は古くか
らの、いわゆる両

ヤンバン

班の文化が残っている土地と
して韓国でも有名なのですが、このような書院
を訪れて、実際に儒教の文化というものがどう
いうものかということを学んでみる。こういっ
た機会を持っております。
　また、右側は中国茶体験です。杭州で有名な
龍井茶です。同じお茶の文化といっても、日本
と中国ではお茶の入れ方からして全然違いま
す。また、味もちょっと違うわけですね。こう
いったものを実際に体験して学んでもらうとい
うことです。例えば「お茶の文化について」な
ど、私が授業でいろいろと話をするよりは、実
際にその場に行って、お茶を入れてもらって、
実際に飲んでみるという方が、学習効果として
は非常に高いものがあるわけです。こういった
文化を学ぶプログラムも組み込んでいます。
　そして、これもまた岐女短の特徴的なところ
なんですが、「アジアで岐阜を学ぶ」というこ
とをやっています。これは何かということなん
ですけれども、左側の写真、これは韓国の大邱
市、韓国の第 3の都市です。ソウル、釜山、大
邱という、日本でいえば名古屋に当たるような
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都市なんですけれども、その大邱市に、これは
岐阜の方でもほとんどご存じないと思うんです
が、かつて合併する前の旧加納町の町長さんの
お墓があるのですね。水崎林太郎さんという方
なんですが、この方が、加納町長をやめられた
後、ちょうど日韓併合の後で日本人がどんどん
韓国に移住していったときに韓国に渡りまし
て、大邱というところに移り住みました。大邱
には非常に広い平地があるのですが、水がとて
も不便な土地でしたので、時の朝鮮総督府から
予算を回してもらい、向こうの地主さんと一緒
に協力して灌漑用水池を作ったのです。その結
果、大邱に非常に広大な田畑をつくることに成
功しました。水崎さんは岐阜に帰られることな
く、この大邱の地で亡くなられたんですが、当
時、日本人たちは、韓国に住んでいても日本風
のお墓を作って葬っていたのですが、水崎さん
は、「自分は朝鮮風の墓に入りたい」と遺言し、
ごらんのような朝鮮式の墓に葬られました。日
本が戦争に負けて、韓国が解放されると、日本
人の墓は侵略者たちの墓ですから次々壊された
のですが、水崎さんのお墓だけは、用水池を作
り自分たちの村を豊かにしてくれた恩人という
ことで、写真に写っている徐

ソ

彰
チャン

教
ギョ

さんのお父
さんを中心に、自分たちが守っていこうという
ことで、戦後も壊されずに、ずっと大邱の方々
の手で守られているのです。岐阜にゆかりの方
が大邱に眠っている。このような岐阜と大邱と
をつなぐ具体的な事例のなかから、日韓の近現
代史の一駒を勉強してみよう。そういった思い
がこの企画に込められているわけです。
　また、右側の写真には「日中不再戦」と書か
れた碑文が写っています。これはもう名高いの
で皆さんご存じでしょうけれども、岐阜市長松
尾吾策さんの碑文が杭州市にあるわけです。こ
の碑文は、後ほど岐阜市の山本さんから詳しく
お話しいただけると思うんですが、1962年に中
国の杭州市と岐阜市との間で交換されたもので
す。日中国交正常化のなんと10年前に岐阜市と
杭州市は既に友好関係を結んでいたわけです
が、その現場を訪れて、戦中・戦後の岐阜と杭
州、日本と中国の交流について学習するわけで

す。
　また、左側の写真はホームステイ先の家族の
方にいろいろな所へ連れていってもらった時の
写真です。右側の写真は学生の写真なんですけ
れども、手に持っているのは、中国でホームス
テイした学生と交わした手紙です。この写真は、
在学中の写真なのですが、次の写真は、実は最
近送ってもらった写真です。3年前に中国でホ
ストファミリーを引き受けてくれた学生が岐阜
に遊びに来てくれたのです。左側に立っている
のが中国の学生なんですが、この学生は、その
後も日本語にさらに興味を持って、大学院に進
んで、今、大阪の大学に留学中ということです。
日本の学生も中国の学生もそれぞれにお互いに
刺激を与え合いながら、互いの文化、互いの言
葉を学び合う関係をつくっているのです。
　最後に、「フィールドワーク」を紹介したい
と思います。これは何かといいますと、例えば
韓国に行きますね。韓国に行くと、韓国のホー
ムステイ先の学生と一緒にペアを組んでいろん
な韓国の文化について調査をしてきます。まず
研修に参加する前にテーマを決めてもらいま
す。学生が「キムチについて勉強したい」とい
うと、このフィールドワークでキムチについて
調べてくるわけです。ホームステイ先の学生と
2日間にわたって、キムチのことについていろ
いろ勉強して来て、調べてきた結果を、学内で
ポスター発表という形で報告します。左はある
学生がキムチについて調べてきたポスターで
す。韓国のいろんなところで売られているキム
チ、その形態の違いとか、材料の違い、味の違
いなどについて分析しています。また、右側は、
百丈鎮という中国の地方村落にホームステイし
た学生が、その百丈鎮の村人の一日というもの
を写真を交えながら紹介したものになっていま
す。このような「フィールドワーク」を行って
いるのも岐女短の中国研修、韓国研修の一つの
特徴になっております。

海外研修の問題点
　上記のように、岐女短の海外研修について紹
介させていただきましたが、あえてここで問題
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点についても少し触れさせていただきたいと思
います。まず一つ目ですが、岐女短は非常に歴
史のある学校でして、歴史が古いとそれぞれの
学科ごとの伝統や特長があり、各学科の独自性
が強いのです。しかし、各学科では非常に思い
入れを持ってやっているんですが、例えば皆さ
ん方が岐女短を全体としてごらんになった際
に、その全体としての印象が弱くなってしまう。
岐女短は一体どんな海外交流活動をしているの
かと聞かれたときに、どうしても個別分散的に
説明せざるを得ないのです。今回ご紹介したの
も、岐女短の海外研修のごく一部でしかないわ
けで、その全貌というものはどういうふうに
なっているのか、またその中で、どうやってさ
らに効果的な充実した研修をつくっていくの
か、これが一つの課題といえると思います。
　次に、教育効果に対する疑問。やはり研修先
として人気があるのはアメリカ・ヨーロッパな
わけですね。学生の中には、海外研修は授業だ
からということで、親がお金を出してくれる。
また、大学の友達と海外に行ける。しかも先生
もついているから安心。このような考え方の学
生がいることも事実です。しかし、今後そのよ
うな学生が多くなっていくと、短大で海外研修
をやっている意味は一体何なのかということを
自問自答せざるを得なくなります。大学はツ
アー会社ではないわけで、大学で海外研修をや
るからには、やはり通常のツアーであるとか、
通常の個人旅行では味わえないような体験をし
てほしいのです。そのあたりで、学生が求める
研修像と、教員の求める研修像との間にギャッ
プが生じることがあるのも偽らざる事実です。
このような点も問題点として指摘できると思い
ます。
　最後に、事件・事故への対応。半年ほど前に
世界遺産への落書きという問題が起こりまし
て、これは本当に大変でした。また、このこと
が私たちの大学だけに止まらず、ほかの大学や
関係諸機関にも大変なご迷惑をおかけしてしま
いましたが、その他にも、もしも何か事件や事
故が起こった時には相当のリスクを大学が負う
わけです。海外に学生を連れて行くということ

は当然それなりの危険も伴うわけで、場合に
よっては命にかかわることだって起こりかねな
いわけです。それだけのリスクの可能性を背
負ってでも海外研修はやらなければいけないの
か。そこら辺は常に学内の会議でも出てくるこ
となんですね。にもかかわらず、岐女短では今
年も全ての海外研修を実施しました。なぜそこ
までして岐女短は海外研修をやるのかというこ
とについて、最後に海外研修の課題と利点とし
て挙げさせていただきたいと思います。

海外研修の課題と利点
　まず最初に課題として、先ほど海外研修が個
別分散化しているということを自己批判しまし
たけれども、今後は学科を横断した、場合によっ
ては大学を横断して、海外研修というものを計
画したり、実施したり、そういったことができ
るのではないかと考えます。これは、一つ一つ
の学科単位で行くのでなく、複数の学科で行く
とか、場合によっては、例えば岐阜大学と連携
して行くとか、そういったものも今後のあり方
として提案できるのではないかと考えておりま
す。このような活動を実施すれば、日本の学生
同士も相互に刺激を与え合うことができます
し、スケールメリットが生まれることにより、
岐阜地域の大学生たちはこういう交流活動をし
ているのだということを、より多くの海外の人
たちに伝えることができるのではないかと考え
ています。
　また、先ほど教育メリットがあるのかという
ふうに自問自答しているという話をしました
が、先ほど紹介しましたように、研修後も卒業
後も学生が交流を続けてくれている。卒業した
後でも、「○○さんが日本に遊びに来ました」
などとメールなどで教えてくれるのです。そう
いう学生たちに私たちは非常に勇気づけられる
わけです。「やっぱり海外研修をやってよかっ
たな」というふうに思うわけです。そういった
学生は決して多くはないんですけれども、そう
いった学生が毎年数名ずつでも出てくれれば、
それは海外研修を実施した意味があったと思え
るのです。このような学生や卒業生たちに励ま
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されて、「やはり今年も海外研修をやろう」と
いう形で続いております。
　また、これは授業中に感じることなのですが、
海外での体験は、授業での実感へとつながるの
です。海外で自分が体験してきたことを授業で
聞くと、「ああ、あれか」という形で学生がす
ぐ理解してくれる。この実感というものはやは
り海外研修を体験していないとわからない。「百
聞は一見にしかず」と言いますけれども、やは
りそれは正しくて、海外研修に参加すると授業
内容への実感が生まれるわけです。
　このようなことを総合すると、岐女短の海外
研修というのは、学内や国内では決してなし得
ない教育の貴重な場として、貴重な機会になっ
ているということができます。
　また、さらに広い視野から見た場合、社会に
とって大学とは何かというところなんですが、
国際相互理解というものが、これからさらに必
要とされていく社会となっていきます。しかし、
その国際相互理解の担い手となりうる市民はそ
んなに多いのかというと、実はそれほど多くは
ないと思うのです。これから21世紀に入って、
そういった市民をこれから養成し、社会へと送
り出していく。それが今後の大学の大きな社会
的役割となっていくと考えられるわけです。こ
のような意味からも、岐女短の海外研修の試み
というのも、現代社会に対して高等教育機関が
果たすべき役割を、一つ果たしていることにな
るのかなというふうに考えております。
　少々早口になってしまいましたけれども、「岐
阜から世界へ」ということで、岐女短の海外研
修の報告をさせていただきました。ご清聴あり
がとうございました。（拍手）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質疑応答
【フロア質問者】　研修の目的とか何か、それか
ら期間とか、それぞれ別個の課題を与えて、期
間も別々でということでやっておられるんで
しょうか。
【須永　敬氏】　期間につきましては、英語英文
学科はアメリカに 2週間です。国際文化学科は、
アメリカ・中国・韓国にそれぞれ 1週間、生活

デザイン学科はヨーロッパ、もしくはアジアに
2週間という形になります。学習目的というの
は、それぞれの学科で定めて行っているという
ことになります。
【フロア質問者】　学生さんは自分の実費で行か
れると思うんですが、引率する先生は、大学の
経費でやるのか、折半、半々でやるのか、その
辺はいかがなんですか。
【須永　敬氏】　これも学科ごとにそれぞれ違い
ます。英語英文学科のアメリカ研修は、旅行業
者がマネージメントして引率教員の自己負担が
ないようにしています。国際文化学科の各研修
は、教育後援会費を使って引率教員の旅費を支
出しています。生活デザイン学科は、教員の自
己負担で海外研修の引率をしています。
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【司　会】　加藤由紀子先生は岐阜市のご出身
で、横浜国立大学教育学部国語科をご卒業の
後、岐阜大学、岐阜女子大学、岐阜聖徳大学な
どの非常勤講師を歴任され、現在は岐阜経済大
学の准教授として留学生に日本語を教えてい
らっしゃいます。同時に、先生は浄土真宗本願
寺派の僧侶でもいらっしゃいますので、岐阜地
域の多くの場で活躍されていらっしゃいます。
　本日は、「岐阜経済大学に入学する留学生数
の推移とそれに伴う変化」と題して、お話をい
ただきます。加藤先生、よろしくお願いいたし
ます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　ただいまご紹介にあずかりました加藤由紀子
です。今日、「岐阜経済大学に入学する留学生
数の推移とそれに伴う変化」というタイトルで
お話をしますが、五つの観点からお話をしよう
と思っています。その五つの観点といいますの
は、①岐阜経済大学が留学生を受け入れるよう
になった過程、②留学生数の推移、③留学生に
対する支援策、④卒業後の就職・進学、⑤その
他の国際交流活動という五つの項目です。

①留学生を受入れるようになった過程
　私は、パワーポイントを使いませんので、配
布資料の数字をご覧下さい。この資料からおわ
かりになると思いますが、留学生の受け入れが
始まりましたのは1994年で、多くの大学で留学
生の受け入れが始まった時期、あるいはそれよ
りやや遅い時期に当たるかと思います。
　初めは経営学部だけの受け入れでしたが、留
学生のレベルが全般的に高く、優秀な学生も多
かったものですから、1999年には経済学部でも
受け入れを開始いたしました。しかし、学生数

が多くなるに従いまして、日本語のレベルが学
部で学ぶのには不十分だという学生も出てきま
した。そのような学生に日本語の学習期間を与
えてから、学部学生に受け入れようという考え
が出てきましたのが、別科が発足した背景にあ
ります。そして、2001年に別科ができました。
この年には大学院も設立されまして、留学生も
大学院で勉強するようになりました。

②留学生数の推移
　まず、学部の留学生についてお話しいたしま
す。資料からもおわかりになるかと思います
が、留学生の受け入れを始めたときは、さほど
学生数が多くありませんでした。しかし、すぐ
に入学希望者というのは増えてまいりました。
これは日本が留学生の受け入れを非常に多くし
た年に重なるかと思います。もちろん、受け入
れ当初から入学試験を実施して学生を選抜して
いたのですが、入学希望者が多くなるのに並行
して、選抜した後でも学生数が多くなるという
ことが出てきました。しかし、その一回の入学
試験で学生のレベルを正当に評価することはな
かなか難しい面があったわけですね。それで、
一部の留学生の質が低いということが出てきた
ときに、問題になってきたのは、日本人学生と
授業をするときに支障が出てくるということで
した。
　そこで、受け入れる留学生数の見直しを行う
ということを大学はいたしました。そして、入
試のシステムを変更いたしました。そのシステ
ムを変更するのに使いましたのが、日本留学試
験というもので、この制度につきましては、日
本語教師の私としてはやや疑問が残るところも
あるのですけれども、とりあえず、その留学試

発表（大学）

岐阜経済大学に入学する
留学生数の推移とそれに伴う変化

岐阜経済大学経営学部　准教授　　加　藤　由紀子
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験で200点以上とっている学生に受験資格を与
える。そして、入試を行う。そうして、学生の
レベルを保つようにいたしました。その結果、
学生数は減少いたしましたけれども、よい留学
生を確保することができるようになりました。
　次に、別科生です。この留学生別科といいま
すのは、学部に入る前に語学教育をする特別な
コースというふうに考えていただければいいか
と思います。現在では、初級と中級の二つのレ
ベルが前期の 4月に授業をスタートさせます。
それが後期には、それぞれ中級と上級クラスに
なるという 2クラス制をとっています。
　別科を修了した学生は、岐阜経済大学の学部、
または大学院に入学する学生が大半ですけれど
も、修了後の進路は学生の自由に任せてありま
す。優秀な学生は岐阜経済大学よりもさらによ
い大学に行きます。最近でも、名古屋大学、名
古屋工業大学、名古屋市立大学、そのようなと
ころに進学しております。また逆に、岐阜経済
大学に入れない学生というのもいるわけです。
そういう学生は、申し訳ないのですが、他大学
に進学していただく、あるいは専門学校に進学
するという形をとっています。そこまでは私た
ちが責任を持って送り出すということをしてい
ます。
　また、別科の 2年目を希望する学生もいます。
というのは、日本語能力試験 4級はできるぐら
いの学生を送ってきてくださいね、と言うので
すが、ふたをあけてみると、「あいうえお」の
隣ぐらいしか知らないという学生がいるもので
すから、4月に「あいうえお」を始めて、10 ヵ
月たった後で入学試験をやるということになり
ます。もちろん優秀な学生は、それでも学部に
受かっていく力をつける学生もいます。この子
たちは本当に優秀な学生です。ですが、そうじゃ
ない人は 2年目をやりたいという人が出てくる
わけですね。しかし、この場合でも全員を入れ
ているというわけではありません。もう 1年勉
強すれば、学部に入って、しかもそこで十分勉
強していける学生になり得ると、私たち教師が
成績会議で判断した学生のみが 2年目を続ける
ことができます。

　この 2年目を受け入れる制度ができましてか
ら、別科の学生数は増えてきました。しかし、
授業の質を確保するために、規定の学生数とい
うものは超えないように入学者数をコントロー
ルしています。また、別科から岐阜経済大学の
学部や大学院に進学する学生の場合も、他の日
本語学校や他大学の別科から入学してくる学生
と同様に、日本留学試験の点数基準というもの
もあります。ただし、ある点数基準を満たして
いて、別科での成績もよく、なおかつ岐阜経済
大だけを進学先に希望しているという学生の場
合は、10名まで推薦枠というものをつくってお
ります。この学生たちは面接試験を受けて、入
学を認められるというふうになっています。
　しかし先年度、先ほど言いましたが、「あい
うえお」から始まったけれども優秀で、学部に
推薦された学生がいたのですが、面接試験では
やはりうまく受け答えができなかったんです
ね。そのときの面接官というのは、当然、私の
ように教えている者が担当しますと不公平が生
じるものですから、私と一切関係がないところ
で行われます。そして、その方たちは日本語教
師ではありませんので、初級の学生に通じる日
本語で必ずしも質問してくださるとは限らない
わけです。そうすると、うまく受け答えができ
なかった。しかし、成績はいい。ですから、そこ
で入学の条件をつけてきます。つまり、別科の
会話の授業、あるいは聴解の授業、そういうと
ころに何コマ出なさい、という条件をつけた上
での入学許可になります。もちろんそれは、と
りなさいというふうに義務づけられた子だけで
はなくて、学部生の中から別科の授業が受けた
いと希望する人がある場合にも、場合によって
は私たちが許可をするということもあります。

③留学生に対する支援策
　留学生全員に授業料免除という制度がありま
す。免除というのは、ゼロではありませんが、
補助するという形です。そして、奨学金制度も
あります。実は、先ほどの岐阜女子短期大学の
授業料は随分安い授業料を設定されていて、多
分、岐阜大学以下だろうと思いますが、岐阜経
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済大学の留学生に対する授業料は、ほぼ岐阜大
学に匹敵するぐらい安くなっていると思ってい
ます。ですから、授業料免除と奨学金制度とい
うもので、国からの補助金がほぼ使われてしま
うというのが現状のようです。
　そしてまた、宿舎も確保していまして、一般
のアパートを借り上げて、安く留学生に提供し
ています。しかし、最近はアルバイトが減って
きたということがありまして、アルバイトが名
古屋とか岐阜の中心にあるという学生が増えて
きたんですね。そうしますと、岐阜経済大学の
近くにある寮であるアパートまで帰ってくるこ
とができないということで、学校から提供して
もらえるところではなくて、駅付近のアパート
を自分で見つけて、そこに住むという学生も出
てきています。
　このように留学生を支援しているのですけれ
ども、小規模な私立大学には支援にも限りがあ
るというのが現状です。留学生にかかる経費
と、そして留学生からいただく授業料のバラン
スを考えると、留学生受け入れ当初から大学は
経済的なマイナスを出していました。そこへ
もってきて、今度は少子化が進んでいますので、
日本人学生の獲得が難しくなってきています。
ですから、実際のことを言いますと、留学生を
支援することがだんだん難しくなってきている
ということです。しかし、やはり大学というの
は、国際化ということも考えなければいけない
ですし、大学の活性化ということも考えなけれ
ばいけない。ですから、留学生の受け入れはと
ても大切なことだというのも事実です。ですか
ら、この前も教授会でも出ていたのですが、支
援の規模を小さくするということは避けよう。
そして、できる限りの支援をしていこうという
方針を打ち出しました。しかし、このあたりが
小規模な私立大学の悩みであると言えます。

④卒業後の就職・進学
　学部学生の大半が日本で就職しています。中
国に支社があるような日本企業が中心ではあり
ますが、日本人の学生と同じように一般企業へ
就職している卒業生もいます。そして、その多

くの企業というのは、岐阜や名古屋周辺にある
ものです。つまり地域に貢献しているというこ
とが言えるかと思います。
　大学院に進学する学生も多く、大学院進学率
からいいますと、日本人の学生以上です。大学
院を卒業した学生たちはほとんど日本で就職し
ます。この場合は、一般企業だけでなく、中に
は大学の常勤で教えているという学生もいま
す。とはいいましても、外国人が日本で就職し
ていくということはとても難しく、今後は岐阜
周辺の企業と連帯を図って、優秀な留学生の就
職先を確保することができたらと思っていま
す。
　そして、日本で就職する学生が多くいる一方
で、日本で就職できなくて帰国する学生、ある
いは個人的な理由で帰国する学生もいます。そ
の人たちはそれぞれ母国でかなりいい職につい
ています。中には、中国の大学で教えていると
いう人もいます。この学生たちは、日本と母国、
その人たちの国との友好のかけ橋になってくれ
ていると思います。

⑤その他の国際交流活動
　資料にありますように、姉妹提携校が 3校あ
ります。上海財経大学、ハワイ大学マノワ校、
そして江西師範大学、この三つです。上海財経
大学は、教員の学術交流というものを、定期的
にではないけれども途切れずに行っています。
そして、交換留学生は 1年間の受け入れで、毎
年 2名を岐阜経済大学が受け入れています。そ
して同時に、日本からも中国へ 1年間留学に
送っています。ハワイ大学マノワ校の方は短期
語学留学として、短期留学する学生にはその学
費の補助を大学が行うという形で向こうに出し
ています。江西師範大学ですが、現在、交換留
学生を 1名、1年間の予定で受け入れておりま
して、この先も毎年 1名は受け入れていこうと
思っています。この大学の常勤教員は岐阜経済
大学の大学院を出た学生で、その人の努力で、
今年度、姉妹提携をいたしました。提携して日
が浅いので、教員の学術交流の予定はあります
けれども、実施はまだしていません。



1� Gifu University International Student Center

◆発表（大学）

　そして、その他の国際交流活動には、留学生
と地域とのつながりがあります。地域の小・中
学校における交流活動には積極的に出ていって
おります。そしてまた、地域のボランティア活
動ということに対しても、日本人学生と一緒に
行っています。よくあります外国人のスピーチ
コンテストというところも毎年出ていまして、
自分たちの意見を述べ、割といい成績をとって
おります。ちょっとここで自慢させていただき
ますと、ＮＨＫで放送されます外国人の弁論大
会では、2回入賞を果たしました。一度は 5位
になった学生もおります。それから、企業のイ
ンターンシップ制度にも積極的に出ていってお
ります。
　また、その他としましては、毎年、海外語学
研修というのがあります。資料に入れるのを忘
れましたが、異文化体験研修というのが年に 1
回、あるいは 2回行われています。今年度はス
ポーツ先進国のドイツから地域スポーツ振興と
いうことを考える・学ぶというテーマで、異文
化体験旅行が実施されました。これはサバティ
カルでハイデルベルク大学に留学していた教員
が、直接、交流計画を進めて実施したものです。
本当にこれはよい成果を上げたと思います。
　このような異文化体験研修というのは、教員
が毎年発案・計画し、こういうのはどうでしょ
うというのを出しまして、そして学校が、これ
がいいと一つ決めるわけですね。一つ、ないし
は二つですけれども、決めたところで学生を募
集して、そして研修に出かけるという形をとっ
ています。

今後の国際交流の展開
　以上が、岐阜経済大学の留学生の実態と国際
交流の概要ですけれども、今後は、次の五つの
ことを考えながら国際交流を進めていく必要が
あると思っています。
　一つ目としましては、留学生を支援し、より
よい国際化を進めていきたいと考えても、地方
の小規模な私立大学には経済的な限度というも
のがあります。優秀な留学生を地域で生かした
いとか、日本と他国との友好関係を進めていく

べきだというふうに日本が真剣に考えるという
ことであれば、今以上の公的資金の有効利用と
いうことも考えていくべきだと思っています。
　二つ目に、大学はできる限り地域に貢献する
という使命があると思います。ですから、大学
の知的財産を市民に提供するという努力はもち
ろんしなければならないことで、どの学校でも
していることではありますけれども、今後は日
本人だけでなく、日本に在住している外国人も
その恩恵が受けられるような制度を積極的につ
くっていく必要があると思います。例えばそれ
は日本語教育であったり、社会人教育であった
りするかもしれません。
　三つ目に、大学の、社会における意義を考え
るとしましたら、そして、今二つ目に言いまし
たような意義を考えるとしましたら、大学間の
協力体制は欠くことのできないことになると思
います。
　四つ目は、大学が地域の企業と結びついて、
優秀な留学生が地域で就職しやすくなるような
システムがつくれれば、それは日本の将来に
とっても、よい結果をもたらすと思います。
　五つ目は、うちの大学や岐阜大学もそうだと
思いますが、留学生の多くは私費留学生ですか
ら、アルバイトをしなければいけないとか、大
変だとかいうこともあります。そうであったと
しても、留学生が地域の人々や地域にある国際
交流団体との交流を進めていく。留学生も進め
ていくということが必要だと思います。
　さらに言えば、外国人の日本定住化というこ
とが進んでいる現実を考えますと、国際交流活
動に外国人がお客さんとして参加するというこ
とを、そこでとどめないで、それをさらに進め
て、国籍はどうであれ、同じ地域に住む仲間と
して、外国籍の人も国際交流の団体の会員とし
て活動していくというような方向が望ましいか
と思います。
　これからは以上の五つのような点を視野に入
れながら、国際化を進めていく必要があると思
います。また、よりよい活動を真剣に進めてい
こうとするなら、個々の機関がばらばらに活動
するのではなく、あらゆる機関が連帯し、地域
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と結びつき、協力していく、協力し合っていく
ということが大切だと思います。そういう意味
で、このような場を提供してくださった岐阜大
学には感謝しております。本当にありがとうご
ざいました。（拍手）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質疑応答
【フロア質問者】　私は今、岐阜大学大学院にい
て、論文が終わったところで、一応関係なくな
るのですが、また先生のおられる大垣の国際交
流協会の会員で、ホームステイでもう何十年と
受けています。そこで疑問があって、先生にお
聞きしたいことがあります。この間、ここの大
学院の博士コースでタイの人が帰られたんです
が、日本の会社に就職したいんだけど、日本語
が、先ほどお話しにあったように十分でないの
で、なかなか自分の行きたいところが決まらな
いということでした。それから、岐阜大学で博
士コースを終わったセネガルの方がおられるん
ですが、もちろんセネガルなのでフランス語は
ぺらぺら、英語も大丈夫です。ただ、日本語は
しゃべれるんだけど、書けないので、ちゃんと
した会社というのはおかしいですけど、そうい
うところの就職がなかなかできないという話を
聞きました。その一方で、国際交流協会で知り
合った中国の大学院の方は、手紙も本当にきれ
いな漢字、日本語の入った普通の漢字でメール
もやりとりしているんですけど、ちゃんと卒業
のときには日本の会社に就職して、東京に行き
ました。そういうことがあるので、それくらい
日本語ができないと就職できないということを
大学の教育学部の教授の先生からも聞きまし
た。そこが大変ネックというか、就職が難しい
なと思っているのですが、どの程度まで日本語
を理解したら就職できるとか、先生のその辺の
お考えをできたらお聞きしたいなと思います。
よろしくお願いします。
【加藤由紀子氏】　岐阜経済大学は主に中国の学
生が多いものですから、漢字圏の学生なんです
ね。そういう人たちは、やっぱり日本語で読み
書きをするというのは非常にメリットがあると
思います。ですが、学部で卒業するとなります

と、やはり卒業論文も日本語で書かなければな
りませんし、1年 2年のときの日本語教育もあ
りますけれども、就職のための日本語教育とい
うのでは、会社での報告書の書き方とか、ビジ
ネス文書の書き方というんですかね、そういう
のまでできないと就職はできないというふうに
私たちは指導しております。ですから、そうで
ない限り、何も読めない、書けない、私は特別
で、外国人なんで、日本人と同じようにはでき
ないんですというふうに甘えていたんではまず
就職できないというと、そこまでは言えないか
もしれません。コンピューターなんかで、日本
語がなくてもできるような分野のことでしたら
いいですけれども、経済学部を出るような事務
職のような場合には、やはり日本語の読み書き、
もちろん話すとか聞くも当然ですけれども、ほ
ぼ日本人に匹敵するぐらいにならないと難しい
のではないかと思っています。
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岐阜経済大学　留学生在学者数の推移

年度 学部留学生数 大学院留学生数 別科留学生数

1994 		13		（13） 経営学部で留学生受け入れ開始

1995 		24		（12）

1996 		38		（12）

1997 		42		（11）

1998 		42		（22）

1999 		52		（22） 経済学部で留学生受け入れ開始

2000 		96		（52）

2001 	186		（71） 						7			（7） 			32		（32）	 大学院および留学生別科を開設

2002 	243		（65） 					16			（9） 			34		（34）

2003 	256		（59） 					32		（23） 			32		（28）

2004 	244		（59） 					36		（15） 			50		（22）

2005 	197		（27） 					30		（15） 			40		（25）

2006 	152		（21） 					29		（13） 			47		（25）

2007 	115		（15） 					17			（5） 			42		（17）

2008 		92		（23） 					12			（8） 			52		（27）

＊括弧内の数字は、その年度の入学者数を示している
　別科は 2年目に残る学生および特別聴講生（日本に在住している外国人）の数が加算されている。

姉妹提携校
上海財経大学　　　　　教員の学術交換（定期的ではないが、途切れず続いている）
　　　　　　　　　　　交換留学生（ 1年間）の受け入れ（毎年 2名）
　　　　　　　　　　　日本からも毎年 2名、中国に 1年間留学
ハワイ大学マノア校　　短期語学研修（毎年）
江西師範大学　　　　　交換留学生（ 1年間）の受け入れ（毎年 1名）
　　　　　　　　　　　教員の学術交換（予定はあるが実施はまだしていない）

その他
語学研修（フランス語、ドイツ語など）
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【司　会】　森田晃一先生は、成城大学大学院文
学研究科を卒業され、日本文化史、特に近世、
近代の社会と文化に関する史的研究をご専門と
していらっしゃいます。
　先生は東京のご出身ですが、岐阜には非常に
長くて、岐阜市文化財審議会評議員、岐阜市公
共ホール管理財団評議員、岐阜市歴史博物館資
料評価委員も担っていらっしゃいます。現在は
岐阜大学留学生センターの教授として学生の教
育に当たっていらっしゃいますが、本日は、「留
学生教育と地域─岐阜大学サマースクールの試
み─」と題しまして、お話をいただきます。よ
ろしくお願いいたします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　岐阜大学留学生センターの森田でございま
す。今日は表題にございますように、「留学生
教育と地域─岐阜大学サマースクールの試み
─」ということでお話をさせていただきたいと
思います。
　岐阜大学の留学生センターでは、留学生教育
を中心にいたしまして、現在六つほどの業務を
行っております。まず、一つ目は日本語研修コー
ス、二つ目に日本語・日本文化研修コース、三
つ目に日本社会文化プログラム、四つ目に全学
共通の日本語・日本事情教育、五つ目に留学生
指導・相談部門、そして六つ目に、きょうの表
題にありますサマースクール受入と派遣、この
両方を行っております。
　今日、テーマとさせていただきましたのは、
この岐阜大学のサマースクールが地域密着型志
向を持っておりまして、岐阜の文化を堪能する
ということを目的とした部分がありますので、
この部分をご報告いたしまして、フォーラムの
参考にしてもらいたいと考えたからでございま

す。
　まず、今日の報告の主な内容ですけれども、
岐阜大学サマースクールの学内における位置づ
け、次に岐阜大学サマースクール参加学生数、
1988年から2008年度までの21年間の推移をご覧
いただきたいと思います。それから、現在の岐
阜大学サマースクールの概要について。さらに、
2008年度サマースクール、ここは地域密着型と
いうことで三つの事例をお話ししたいと思いま
す。最後に、今後の課題。
　以上述べました 5点につきまして、これから
話を進めてまいります。

サマースクールの位置づけ
　まず最初に、サマースクールの位置づけとい
うことになりますが、岐阜大学のサマースクー
ルは、国立大学のサマースクールといたしまし
ては非常に歴史が古く、1988年、このときは国
際交流室の時代ですが、ここで始まっておりま
す。1988年から1995年までの 8年間は、国際交
流室によりましてサマースクール受入が行われ
ておりました。それから、1996年に留学生セン
ターが省令施設として設置されまして、1996年
から2005年までの10年間は留学生センターが実
施しております。留学生センターのもとにあり
ました留学生交流推進委員会で、サマースクー
ルの計画・立案、実行などがなされておりまし
た。
　2006年以降は、全学事業に位置づけられまし
て、2006年、07年、08年と、3年間にわたりま
して留学生交流委員会で行っております。ただ
し、従来の経緯もございますものですから、実
施担当は留学生センターとなっておりまして、
留学生課と一致協力して、センターの方で実行

発表（大学）

留学生教育と地域
　─岐阜大学サマースクールの試み─

岐阜大学留学生センター　教授　　森　田　晃　一
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しております。
　都合によりましてきょうは私が報告しており
ますけれども、実際にこの地域密着型志向のサ
マースクールをセンターの方で担当しているの
は土谷准教授になりますので、ご質問がござい
ましたら、土谷准教授にも参加してもらいたい
と思っております。

サマースクール参加者数
　次に、参加者の数になりますが、1998年発足
当初は 7名でした。それが2008年には24名と
なっております。2003年、04年、05年、07年、
08年とほぼ、2006年を除きまして20名を超えて
おります。これは、宿泊施設の収容の関係で25
名を上限としておりますので、大体25名を目指
して参加希望大学に呼びかけを行っておりま
す。
　参考といたしまして、今年度の参加者ですけ
れども、スウェーデン・ルンド大学から15名、
韓国・ソウル産業大学から 5名、韓国・木浦大
学から 3名、この韓国・木浦大学は今年度から
初めての参加ということになります。それから
アメリカ・ユタ州立大学から 1名、これも2008
年度に初参加となります。2008年度の合計24名
はそのような内訳になっています。ちなみに来
年度、ルンド大学から岐阜大学のサマースクー
ルに参加希望ということで連絡が入りました
が、今のところ22名の希望があるということで
す。ルンド大学の方で絞りまして、これを10数
名にしてもらう段取りになっています。
　岐阜大学の学術交流協定校、かなり数が多う
ございますので、サマースクールに関しまして
は各大学に数を割り当てまして、この数の範囲
内で送ってくれるように依頼をしているところ
でございます。

サマースクールの概要
　次に、現在の岐阜大学サマースクールの概要
ですけれども、期間は 8週間コースと 4週間
コースの二つがあります。6月から 8月初旬に
かけて行っております。8週間コースは 6月に
始まりまして、4週間コースは 7月に始まりま

す。対象校は、今申し上げました学術交流協定
校になります。参加人数も申し上げたとおり、
宿舎の関係で上限25名と設定しております。
　その内容ですけれども、まず日本語クラス、
月曜から木曜の午前中 2コマ設置しています。
次に、日本文化・日本事情のクラス、これは学
外の先生方も多数お招きしておりますので、月
曜から木曜の午後、あるいは金曜日一日を使い
まして、行っております。
　例えば能・狂言では、実演者の方を京都から
お招きしまして実施しています。本物を外国の
学生たちに見てもらうということが趣旨でござ
います。それから、この日本事情クラスに関し
ましては、例年学長、学長特別顧問の各先生に
講義を依頼いたしまして、受講生に対して提供
していただいております。
　それから、特色がありますのが、地域密着型
のエクスカーションということになります。見
学・旅行ですけれども、2008年度はこれをより
地域密着型として強力に推し進めるということ
で企画を立て、留学生交流委員会で認めていた
だきました。岐阜の文化を堪能するということ
が目的でございます。
　一番下のところに書きました宿舎の学外合宿
所研修施設、「学外研」と略称で呼んでおりま
すけれども、長良にあります。毎年10名少々の
岐阜大学学生チューターを募集しまして、学外
研に数人ずつ泊り込み、20数名の参加学生と交
流をするということで、これも大きな特色と
なっております。
　一つ上に戻りまして、地域密着型のエクス
カーション（見学・旅行）のところで言い漏ら
しましたので、補足いたします。地域密着型エ
クスカーション、今年度の見学は美濃市と土岐
市にまいりました。それから、従来から行って
いる大相撲見学、今年度からの長良川鵜飼、以
上の四つを実施しました。それから、例年、郡
上市と郡上八幡国際友好協会の全面的な協力を
得まして、郡上市でホームステイをさせていた
だいております。各々こうした地域密着型のエ
クスカーション（見学・旅行）などは、自治体
とボランティア団体の協力のもとで行っている
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ものでございます。

サマースクールにおける地域との連携
　さて、きょうのテーマでございます2008年度
サマースクールにおける地域との連携というこ
とで、3点これから挙げさせていただきたいと
思います。
　まず、郡上プログラム。これは1996年から始
められたものでございます。先ほど申し上げま
したように、郡上市と郡上八幡国際友好協会の
全面的な協力のもとに実施されております。3
泊 4日のホームステイ、その中で書道、茶道、
紙細工、座禅、郡上おどり、小学生との交流な
ど、さまざまな文化体験をさせていただいてお
ります。郡上おどりの開催に合わせてこのホー
ムステイを行っています。この郡上プログラム
は、サマースクールのプログラム全体の中でも、
最も学生の評価が高いプログラムとなっていま
す。
　皆様のお手元にこうした冊子（『岐阜大学夏
期短期留学サマースクール2008』）があるかと
存じますけれども、この冊子、2008年度版が出
ておりますが、毎年こうした報告書を発行して
おりまして、この中に郡上プログラムの高い評
価というものも載っておりますので、後でお読
みいただければと思います。これ（スライド写
真）が郡上プログラムの学生の様子になります。
小学生との交流、あるいは自己紹介、散策、書
道等々がここに写真として上げられておりま
す。
　次に 2番目の、サマースクールにおける地域
との連携ですが、土岐の陶芸体験、これは昨年
度から行われています。過去には多治見でも実
施しております。これも郡上と同じように、土
岐市国際交流協会の全面的な協力によって行わ
れているものでございます。
　まず、今年度は織部の里公園に参りまして、
そこに隣接した美濃陶磁器歴史館を見学いたし
ました。その後、セラテクノ土岐とどんぶり会
館で実作体験。セラテクノ土岐では、セラート
体験、これはセラート紙からの折り鶴を制作す
るものです。それから、どんぶり会館の陶芸体

験では、ろくろを使い、あるいは絵つけなども
行いました。これもまた、大変好評な実作体験
でございまして、岐阜の思い出として、それぞ
れが作製した陶器をそれぞれの国へ、スウェー
デン、韓国、アメリカへと持ち帰ってもらいま
した。そのときの様子で、（スライド写真）左
側にありますのがどんぶり会館での制作の様
子、右側の上が絵つけの体験の様子になります。
　次に、地域との連携の 3番目ですけれども、
美濃市訪問です。これは今年度初めて実施した
ものになります。
　まず、美濃市役所にまいりまして、それから
ボランティア団体の協力による、着つけと和太
鼓の体験を行いました。美濃和紙の里会館では、
紙すき体験を行っております。（スライド写真）
左側の下になりますが、紙すき体験。そして、
浴衣を着まして、うだつの上がる町並みを歩く。
これが左側の上になります。そして、とても好
評でありました和太鼓の実習ということで、右
側の上と右側の下ということになります。

今後の課題
　以上、岐阜大学サマースクールにおける三つ
の地域との連携につきまして紹介いたしました
が、今後の課題として、私どもが感じているこ
とを表に記してみました。
　まず、さらなる地域連携強化のために、一つ
は、スムーズな情報の授受が必要であると感じ
ております。大学といたしましては、留学生と
の交流に興味があるか、そこで何ができるか、
いつ、何人受け入れてもらえるか、こうした情
報をまず大学側で収集する必要があります。地
域の方では、大学にどのような留学生がいるの
か、どのような活動に参加できるのか、こうい
う情報が必要であろうかと想像しております。
こうしたスムーズな情報の授受というものを今
後行っていきたいと考えています。
　次に、双方の意識のすり合わせ、ここは少し
説明が必要かもしれません。留学生たち、サマー
スクールに参加してくる学生たちは、あくまで
も日本語、日本文化を学びたいという意識を
持ってやってまいります。しかしながら、例え
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ば欧米系のスウェーデン・ルンド大学の学生に
対しましては、英語に対する期待というものが
大変多うございまして、その意識のずれという
ものが少し問題化したことがございます。そこ
で、より有効に、どのような形で、どうしたク
ラスをつくり上げていくのかということに関し
ましては、大学側として、あるいは地域側とし
て、今後はすり合わせが必要であろうと考えて
おります。
　最後ですが、今後の緊密な連携、情報交換に
よりまして、こうした課題につきまして解決、
発展を目指したいと考えております。
　さて、最初に申し上げました岐阜大学の留学
生センターの留学生教育に関する主な仕事の中
で、今回は特に、サマースクール受入に関しま
してご報告いたしましたけれども、そのほかに
も、地域連携が必要な、あるいは地域連携が有
効なプログラムがセンターの中にはございま
す。こうした方面をさらに発展させまして、地
域との連携というものを強力に進めていきたい
というふうにセンターの方では考えておりま
す。
　ご清聴ありがとうございました。以上でござ
います。（拍手）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質疑応答
【フロア質問者】　千葉にございます敬愛大学よ
り参りました畑中と申します。詳しいお話をあ
りがとうございました。
　地域に密着した活動ということで、事前の綿
密な準備が必要かと存じますけれども、およそ
いつぐらいの時期から、今年はここの地域にま
いりましょうかという準備を進めていらっしゃ
るんでしょうか。
【森田晃一氏】　今年度に関しましては、前年の
11月に昨年度の反省会を行いまして、11月以
降、地域密着型のサマースクールをどのように
展開していくかという話し合いを進めてまいり
ました。その中で、土谷先生を中心に、土岐、
美濃、そして郡上等を訪問させていただいて、
こうしたプログラムをつくり上げてきたという
ところでございます。

【フロア質問者】　そうすると、ほぼ 1年近くの
準備期間を設けて、そして夏に臨まれたという
ことですね。
【森田晃一氏】　そうですね。10ヵ月から 1年。
【司　会】　ほかにご質問ございませんでしょう
か。土谷先生、何か補足されることはございま
すか。
【土谷准教授】　岐阜大学留学生センターの土谷
です。森田教授とともに、サマースクールのコー
ディネーターをやっております。
　地域密着にどうして方向転換をしたかという
ことだけ、1点加えますと、その前の年までは
京都旅行をプログラムに入れていたんですが、
京都旅行に関しましては、サマースクールが始
まった20年前に比べて、現在ではもう情報は自
分でとれると。自分で行ける。わざわざそんな
ところに連れていってくれなくてもという声が
学生から上がりまして、それで岐阜大学ならで
はのものをぜひ提供していこうということで、
2008年度から地域密着ということを強く打ち出
しております。ただし、全部が全部うまくいっ
たわけではございませんので、こんなふうに岐
阜にはもっといい場所があるよですとか、こん
なことをやったらどうとかというご提案があり
ましたら、本日、封筒の中にアンケートを入れ
ておりますので、ぜひその点のアドバイスもい
ただければ、ありがたいと思っています。よろ
しくお願いいたします。
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【司　会】　新田豊様は、名古屋市立大学経済学
部をご卒業後、岐阜県職員となられました。そ
して平成 5年からは国際連合地域開発センター
というところに派遣されまして、東南アジアの
地域社会開発等に参画し、インド、インドネシ
ア、ラオス、タイ、ベトナム、マレーシアを訪
問されております。その後も青少年国際課に勤
務され、国際交流関係のさまざまな会議や大会
を担当され、現在は国際課で多文化共生を担当
していらっしゃいます。
　本日は「地域と大学との連携を目指して」と
いう、このフォーラムの趣旨にぴったりのテー
マでお話しをいただきます。それでは新田様、
よろしくお願いいたします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　皆さん、こんにちは。ただいま紹介にあずか
りました岐阜県庁国際課の新田と申します。よ
ろしくお願いいたします。
　今、紹介にありましたように、名古屋に国際
連合の事務所がただ一つだけ、名古屋国際セン
ターのビルの中にあるんですけれども、当時、
愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市から職員が
派遣されて、研究活動、研修活動を応援すると
いうことで、私も採用されまして、恥ずかしな
がら英語が全くできない環境で英語で会議をす
るというところに放り込まれまして、大変場違
いなところに間違って行ったなあというところ
だったんですが、おかげさまでこれまで、皆さ
んの税金で、実は20ヵ国以上訪問しておりまし
て、その経験が大変今の仕事に活きております。
　国際交流、国際協力、多文化共生と今つなが
る中、多文化共生が一番何かどろどろとしてお
るんですけれども、楽しい国際交流、やはり楽
しいこともないと続きませんので、ぜひこれは、

交流だけ、協力だけ、多文化共生だけではなく
て、全部包括して進めていただくのが一番いい
のかなというふうに考えております。
　本日お見えの皆様には釈迦に説法になるかも
しれませんが、「地域と大学との連携を目指し
て」ということで、国際化の流れから順次ご説
明をさせていただきたいと思います。

国際化の流れ ①国際交流
　国際交流というのが最初に自治体でもよく言
われるようになりました。これは皆さん、よく
ご存じのように、自治体の場合は姉妹提携、友
好提携というようなことで、相互訪問するとか、
それから学生さんでは交換留学をする、地域の
皆さんの間では料理教室を行うとか日本文化の
探検をする、または、先ほど各大学からご紹介
がありましたように、ホームステイを受けると
いうようなことが国際交流として行われてきま
した。
　特に自治体に特化してみますと、1987年に国
の方で最初に国際交流の指針が出まして、それ
以来、岐阜県では、例えば財団法人岐阜県国際
交流センターが地域国際化協会となっておりま
すように、「地域の国際化」ということで進ん
できたわけであります。それぞれの市町村でも
国際交流協会、それからそれぞれの地域で国際
交流団体が活発に活動されてきたということで
あります。
　ここは岐阜市ですので、岐阜市の国際交流に
ついて姉妹提携のことをまとめてきましたが、
先ほどの指針が出る10年も前から、岐阜市では
既にイタリアのフィレンツェ市と交流を進めて
いて、それから、一番新しくは、合併の関係で
カナダのサンダーベイ市と交流というような流

発表（自治体）

地域と大学との連携を目指して
岐阜県総合企画部国際課　　新　田　　　豊
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れでございます。

国際化の流れ ②国際交流から国際協力へ
　そういう流れの中、途中、国際交流から国際
協力ということで、これもまた平成 7年に国際
協力推進大綱の策定というような国の指針もあ
りまして、国際協力に移るようになってきまし
た。
　国際協力は何かといいますと、よく新聞なん
かにも出ておりますけれども、相手国で井戸を
掘ったり、学校建設をしたり、また植林活動を
したり、日本の機器で使わなくなったものを
送ってあげたりというようなことが進んでいる
わけですね。例えば私が訪問したラオスでは、
日本の機織り機械を持っていって、綿織物で商
品化させて地域の現金収入を得るようにすると
か、それからインドではデカン高原の山奥まで、
ハイデラバードというところから10時間もバス
に乗って行ったんですけれども、全く雨が降ら
ないところで植物が育ちませんから、雨期の間
にため池に水をためて灌漑用水路を作って、乾
期でも植物が作れるようにして現金収入を得る
ことで、その村に学校を独自で建設して、その
学校を卒業した人が著名な大学に入学するよう
にまでなったということもあります。
　このような国際協力活動というようなことが
盛んになりまして、岐阜県では高山に本拠を持
つソムニードというＮＰＯ団体が、これはＪＩ
ＣＡでも大変有名なんですけれども、世界的に
活動されておりますし、最近では地元羽島市の
団体の方がカンボジアで学校を作られるという
ような取り組みもされています。

岐阜県内の在住外国人
　こういう中、岐阜県は今どういう状況になっ
ているかと申しますと、外国人登録者数は、こ
の12月末、岐阜県調べですけれども 5万7,250
人。実は11月現在からすると300人減りまして、
1月末現在の数字が実はつい昨日出たんですけ
れども、700人近く減っておりまして、ここ 2ヵ
月で1,000人減っておりますが、そうは言いな
がら、ここのところ外国人が非常に多くなって

います。
　国籍別で見ますと、ブラジルの方がずっと増
えております。これは、国際交流をやりなさい
と国の指針が出た1989年に、いわゆる入管法（出
入国管理及び難民認定法）が改正になって1990
年施行になったんですが、いわゆる日系人、日
系 2世、3世の方が日本に入国できるようにな
りまして一気に増えたということであります。
岐阜県の特徴としては、あと中国の方、さらに
最近ではフィリピンの方が増えています。
　実は法務省が在留外国人統計というのを出し
ているんでけれども、この統計の人口割でいき
ますと、岐阜県、何とフィリピンの方が人口比
率では全国 1位、中国の方は全国 2位、ブラジ
ルの方は全国 5位というようにすごい上位を占
めております。単純の人数でも全国で第 9位と
いうような状態ですし、人口比率の2.72％とい
うのは全国第 4位ということで、非常に外国人
が多いというような、知らない間に増え、こう
なっていったというわけです。
　最近の傾向は、特にこの右肩上がりで急激に
伸びているのが、永住資格を取っている方が非
常に多いということであります。この永住資格
を取っている方、あんまり言うと怒られるんで
すけれども、入国管理局が 3年ごとにビザを更
新するのは面倒くさいからということで、非常
に安易に永住ビザを出してしまっていることが
少し問題になっておりますが、そういうことで
永住ビザを取る方が非常に多くなっていまし
た。ただ、昨年11月以降の急激な経済情勢の悪
化で、永住ビザを取ったんですけれども、片道
切符で帰国されている方が非常に増えておりま
す。そういう方は、この外国人統計の統計デー
タである外国人登録を残したまま帰国されます
ので、外国人登録上は先ほどの1,000人減少と
いう数字しか出ないんですけれども、実際は
もっと多くの方が帰国しているものと想定して
おります。

地域に住む外国人との課題
　そういう中、地域では摩擦が発生してしまい
ました。これは、留学生が最近増えてきた中で
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日本語ができない人が増えたという報告もあり
ましたように、やはり一番はコミュニケーショ
ン不足です。研修生の場合は母国で日本語の研
修を 3ヵ月することになっているんですが、実
際は全然研修を受けずにお見えになる方が増え
ているとか、それから日系人の場合は身分の資
格で入国できますから、日本語が全くできなく
ても派遣会社が入れてしまうというようなこと
がありまして、三大問題（ゴミ出し、深夜の騒
音、違法駐車）といった地域のルールが守られ
ていないということが大きな問題であります。
　さらに、入管法が改正されてもう20年近くに
なろうというのに、在住外国人の側も日本の習
慣になじもうとする意識が非常に低くて、17
～ 8 年も日本にいるのに、今やっと日本語教室
に一生懸命通っているというのが実態です。そ
れから、我々が反省しなきゃいけないんです
が、行政情報も全然母国語になっておりませ
ん。定額給付金は定住外国人にも出されるとい
うことなんですけれども、ポルトガル語や英語
に翻訳されて、給付金をもらうためには、2月
1日までに今住んでいる場所で外国人登録をき
ちっとやりなさいという印刷物ができたのは 1
月の末です。このように行政も全然追いついて
いないんですけれども、これは反省事項として
私たちも頑張ろうとしているところです。
　外国人は何で（地域のルールを）覚えないん
だとよく苦情がありますけど、例えばブラジル
には職業としてゴミを処理をする人がいますの
で、ポイポイ捨ててもいいわけなんですね。で
すから、（ゴミ出しの）日にちや場所を守ろう
という意識がもともとありませんし、ヨーロッ
パの国でも、オーストラリアなんかでも、夜遅
くまでバーベキューをするというのは文化です
よね。これは家の間隔が広いので、多少騒いで
も音が聞こえないという国の事情もあるんで
す。日本はあまりにも狭いので、すぐ隣に音が
響いてしまうということもあるんですが、そう
いうこともありまして騒音は気になる。
　違法駐車もそうですね。ヨーロッパなんか行
くと道路に車を並べて、バンパーをぶつけなが
ら駐車するんですけれども、そういう国と日本

とでは全然違うということで、これは一概に外
国人が日本のことを知らなさ過ぎるというだけ
では済まされないというようなこともあるかと
考えております。

国際化の流れ ③多文化共生へ
　こうしたことから、国の方も、今、多文化共
生という言葉を使っておりますけれども、取り
組まなきゃいけないという指針を出しまして、
その中で岐阜県としては基本方針を定めまし
た。県内在住の外国人を、地域社会を構成する
外国籍の県民として認識して、言葉の壁、制度
の壁、心の壁を取り除き、多文化共生社会の実
現を目指すというふうにはっきりと決めて取り
組んでおります。テレビや新聞で私の名前や顔
を見たことがあると思いますが、今、憲法89条
問題（注）で文科省にけんかを売っているのが
私でございます。

（注）憲法89条問題（中日新聞2009年02月12日朝刊より）
　岐阜県国際課の推計で県内で二百五十人以上の日系
ブラジル人の子が不就学状態という。「日系ブラジル人
の不就学をなくすために親の負担を減らしたい。公立
校の受け入れ態勢が整っていないので、ブラジル人学
校で続けてほしい」と同課は言う。県はブラジル政府
が認可したことのある県内四校に、返済不要の支援を
検討。うち三校は日本の学校法人ではない。これがネッ
クになった。	
　県が文部科学省に問い合わせると「学校法人の認可
を受けていない所は公の支配に属しておらず、公金支
出は憲法八九条に抵触する」との回答だった。県は親
と学校で補助金の受け皿団体をつくることも考えたが、
支援を急がねばならない。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

憲法89条【公の財産の支出又は利用の制限】	
　公金その他の公の財産は、宗教上の組織若しくは団
体の使用、便益若しくは維持のため、又は公の支配に
属しない慈善、教育若しくは博愛の事業に対し、これ
を支出し、又はその利用に供してはならない。	

　岐阜県だけではないんですけれども、今後岐
阜県は更にどうなるかといいますと、よく言わ
れるように少子・高齢化であります。これは、
若者の比率が下がらなければ問題ないんですけ
れども、若い方が減って高齢者の方が増え、生
産労働人口が減っていくことが問題になるわけ
ですね。この部分を外国人の方に補っていただ
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こうという議論が今盛んにありまして、留学生
の話も、先ほど30万人計画という話がありまし
たが、ある議員の連盟では100万人計画という
のも昨年発表されているような状態でありま
す。

地域の思い
　こうした中、地域としては外国人の方と交流
したいという希望は実は意外に高くて、しかも、
特に日本にいる外国人の方と交流したい。「英
語で話したい日本人と、日本語が話したい留学
生」の話が先ほど森田先生からありましたけれ
ども、日本語で交流したい人も意外に多いんで
すね。けれども、在住外国人の人がどこにいる
のか、全然見えていないというのが地域の問題
としてありまして、国際交流をする上で問題に
なってくる。
　国際協力でいきますと、どこの国とやったら
いいんだろうか、誰とやったらスムーズにいく
んだろうか。それから、やったんだけれどもう
まくいかなかったというのが非常に多く出てお
ります。特に最近は、東南アジアでは井戸を掘っ
ても汚染された地下水が出ますので、使えない
というような事情もありまして、なかなか継続
性が確保されないという問題もあります。
　多文化共生でいきますと、やはり翻訳・通訳
の問題が非常に多いです。それから文化風習が
よくわからないということです。外国人の方が
どこにいるのかわからないのと同じように、コ
ミュニティー側にも、誰が中心の人なのかわか
らない、実際に行っても参加者が少ないという
ような問題が出ております。

大学に対する期待
　そういう中で、大学に対する希望は非常に高
いものがあります。
　ご存じのように留学生さんは大学にお見え
で、今いろんな国から来ておられますので、手っ
取り早いと言っては申し訳ないんですけれど
も、やはり大学を通じて交流したいと。それか
ら、留学生の場合、日本語ができるので、交流
もしやすいなあというような思い。それから、

国際協力でいうと、大学がいろんなところに研
究開発で入っている、そこの国を紹介してほし
いと。または、そこの中心人物となる方を紹介
していただければ継続性も確保できるのではな
いかというような期待。多文化共生では、翻訳・
通訳の協力をしてほしい。それから地域とのつ
なぎ役にもなってほしい。それから、学部によっ
ては、例えば岐阜大学には教育学部があるわけ
ですけれども、学生さんに現場を見てほしい。
そんなような希望があるわけです。

大学との交流の課題
　こうした中、課題もないわけではありません。
先ほど森田先生からもお話がありましたけれど
も、お願いする側の地域の国際交流活動をして
いる団体は、どうしても自分たちの目的に固執
しがちになりますので、とにかく何でもいいか
らやりたいというふうに曖昧になる可能性が高
い。それから、一回やると、今度はこれ、次は
これ、あれもこれもというふうに過大になり過
ぎる傾向があるかと思います。さらに考えな
きゃいけないのは、岐阜経済大学に奨学金が出
るとか、岐阜大学も出されたというように、留
学生も今は大変な状況ですので、ボランティア
＝無償でいいのか。やはりある時間拘束するわ
けですから、それなりのもの、ぼろもうけとい
うような状態になる必要はありませんけれど
も、やはりそれなりのことを考えてあげないと、
なかなか留学生も出にくいというようなところ
はあるかと思います。
　それから、大学側に対するものとしては、研
究成果として大学だけが取ってしまって、地域
に還元がないんじゃないかと。それから、お願
いをした学生が来たんだけど、お願いした内容
をよく理解しないで来たので、結局、お客さん
として遊んだだけで、何をやったかわからな
かったというようなこと。それから、継続性は
大学だけではなく、お願いする側もあるんです
けれども、例えば教授の方が異動されたらぱ
たっと終わってしまったというようなことも指
摘があるところです。
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課題の解決に向けて
　こうした中、解決のためには、お願いする側
も受ける大学側も、その大学の特殊性があるわ
けですね。例えば岐阜大学には教員養成課程が
ありますので、ブラジル人が多い学校で教職の
研修を受けて、教員になったときに突然外国人
のいるクラスに行って悩まないようにするとい
う効果もあるかと思いますし、医学部がありま
すので、ちょっと他の大学の例で恐縮なんです
が、群馬大学は、言葉の不自由な方が問診票を、
コンピューター上でボタンを押すと、何科のど
こで、どんな症状で、どういうふうなレベルか
というようなことが問診票が自動的にできるよ
うにコンピューターで何ヵ国かできているんで
すね。それが外国人の方だけじゃなくて、実は
日本語版も一緒にできていたおかげで、言葉が
不自由な日本人もそれを使うことで、日本人に
も大変効果があったというふうに報告があるん
ですけれども、そういうふうに、学校ごとの特
色を十分生かして交流することが大事かと思い
ます。
　それから、先ほども少し言いましたけど、お
互いのメリットを考えないといけません。留学
生にもそれなりのメリット、大学にも研究成果
としてのメリット、それから大学側の方はやは
り助言とか提案とか、または技術指導というよ
うな形で地域に還元していただければいいので
はないか。例えば井戸掘りの場合、浅いから汚
染した水が出る。じゃあ深く掘ればいい。安く
て深く掘る方法は、例えば岐阜大学の工学部で
すごくいい方法があるよといえば、それができ
るかもしれないということですね。そんなよう
なお互いのメリットを考える必要がある。
　そして継続性ですね。学校単位で受けていた
だけることで、地域の団体としては代表がか
わっても、大学側としては教授が代わっても継
続できるような、団体対大学というようなつな
がりができれば継続性が図れるのではないかと
いうようなことを考えております。
　これは特定の大学をどうのこうのではなく
て、私は県という立場上、他の県や市の方とお
話ができるので、一般論的にまとめました。こ

こにいる方に釈迦に説法だったかもしれません
が、こういうようなことを考えれば、さらに地
域と大学との連携が深まるのではないかと考え
ております。
　どうもご清聴、ありがとうございました。
（拍手）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質疑応答
【フロア質問者】　愛知文教大学（愛知県小牧市）
の稲熊と申します。今日は先生のお話を伺えて
大変ありがたく思います。
　いろいろお伺いしたいことはあるんですけれ
ども、一つだけお聞かせ願えればと思いますの
は、つい昨日も、非常に日本語のレベルの低い
というか、明らかに片言以下の中国人の永住ビ
ザの人がいたんですけれども、今までの永住ビ
ザの出し方ということと、今後の永住許可とい
うものの方針がどのように変わっていくのか、
あるいは先生がどのようにお考えかというの
を、一個人としてのお考え、また、国と地方と
いう差はございますけれども、行政側の方とい
うことでお話を聞かせていただければと思うん
ですけれども、よろしくお願いいたします。
【新田　豊氏】　先ほどもちょっと述べました
が、入国管理局は通常、日系人の資格の場合 3
年ごとに更新なんですが、あまりに今外国人の
方が増えたので、3年ごとの更新が非常に増え
てしまいまして、永住ビザですと更新しなくて
もいいもんですから、本当は厳格な規定がある
んですね。日本語能力があるか、日本の社会文
化・ルールを知っているかというようなことの
簡単な問審がちゃんとあるんですけれども、そ
れから税金をちゃんと払っているかというよう
なことがあるんですが、特に日本語の試験等な
しで簡単に出してしまうようになっているのが
現状です。
　我々としてはやはり厳格に、永住ビザを与え
るということは日本にずっと住んでもいいとい
うことですし、今のところ、一回永住ビザを出
してしまうとどこにでも行けるわけですね。外
国人登録制度がちょっと未完成な部分があっ
て、どこに住んでいるのかわからなくなってし
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まいますので、せめてそういう方がどこに行っ
ても困らないようにするには、やはり日本語能
力が必要ですので、永住ビザを出すには日本語
の能力をしっかりチェックしてほしいと。その
かわり、日本国として日本語を覚えていただく
ちゃんとしたシステムをつくるべきだというふ
うに考えておりまして、一応、そのように国提
案などはしております。
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【司　会】　山本哲也様は、1995年より岐阜市役
所に勤務され、2年前から国際課地域国際化推
進グループの副主査として、多文化共生関連事
業、国際交流ボランティアの管理、それから岐
阜市国際交流協会の事業等を担当しておられま
す。
　本日は岐阜市の「国際交流と多文化共生」と
題しましてお話しをいただきます。それでは、
よろしくお願いいたします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　皆さん、こんにちは。僣越ながら壇上から失
礼いたします。
　ただいまご紹介いただきました岐阜市国際課
の山本と申します。何分にもこういった場での
発表とか発言というのが初めてなので、なかな
かお聞き苦しい点があるかと思いますけれど
も、その辺はご容赦いただければと思います。
　それでは、本日は「岐阜市の国際交流と多文
化共生」というテーマで、①岐阜市の外国人登
録の現状、②岐阜市の国際化に関する基本方針、
③国際交流、④多文化共生ということでお話を
させていただきます。

①岐阜市の外国人登録の現状
　初めに岐阜市の外国人登録の現状ですけれど
も、グラフは国籍別の外国人登録者数の推移に
なっております。1995年に5,036人という人数
から、2007年末には9,344人と、約1.9倍の増加
をしております。この外国人の方が岐阜市の総
人口に占める割合が2007年末で2.2％というこ
とで、岐阜県全体では2.7％とそちらよりは低
いんですけれども、全国平均の約1.7％よりは
高い状況になっております。
　国籍別では、1995年に全体の約半分を占めて

おりました韓国及び朝鮮の方、2,341名いらっ
しゃったんですけれども、この方々は1,703名
に減少し、代わって中国の方が1,032人から4,469
人、フィリピンの方が510人から1,853人にと増
えております。
　ちなみに2009年 1 月末現在で9,067人という
ことで、今、若干ですけれども減少傾向にあり
ます。対人口比についても2.1％という内訳に
なっております。
　次のグラフは在留資格別に見ました外国人登
録者数です。韓国・朝鮮の方の主な在留資格で
ある特別永住者が減少する一方、特別永住者以
外で定住者、永住者や日本人の配偶者等といっ
た就労や活動に制限のない資格の方と、研修及
び特定活動、この特定活動は岐阜市に多い技能
実習生の方の主な資格なんですけれども、こう
いった資格の方が増えております。
　この二つのグラフと、その他いろんな状況を
踏まえた岐阜市の登録の状況ということなんで
すけれども、韓国・朝鮮の方が減る一方で、中
国とフィリピンの方が大幅に増加しておりま
す。これらの国籍の方で全体の約86％を占めて
おります。これはブラジルの方が多いと、先ほ
ど新田さんのお話にもありました岐阜県下の状
況であるとか、岐阜県にも外国人の方の多いと
いう市が他にも幾つかあるんですけれども、そ
ういったところとはちょっと状況が違っており
ます。また、全体の半数を占める中国の方のう
ち、7割弱が研修生、特定活動という技能実習
生の方になっております。フィリピンの方のう
ち 8割強の方が永住者・定住者等といった就労
の制限のない在留資格ということになっており
ます。
　これらが岐阜市の外国人登録の特徴というこ

発表（自治体）

岐阜市の国際交流と多文化共生
岐阜市市民参画部国際課　　山　本　哲　也



�� Gifu University International Student Center

◆発表（自治体）

となんですが、これは先ほど新田さんの話でも
ちょっと出たんですけれども、あくまで登録の
ある方ということで、登録を残したままいなく
なった方もいらっしゃいますし、あとは、日本
国籍をお持ちのダブルとかミックス、そういっ
た方も入っておりませんので、実際の状況とい
うのはちょっとこの数字だけでは追えない部分
がありますので、ご留意いただければと思いま
す。

②岐阜市の国際化に関する基本方針
　こういった状況にある岐阜市ですけれども、
岐阜市の国際関係についての基本方針としまし
て、平成14年 9 月に岐阜市国際化指針というの
を策定しております。これは市民との協働を基
本理念としまして、多様な文化が共生し、個性
的で活力あふれる都市を目指して、国際化に対
応するまちづくりを進めていく上での姿勢の基
本方針になっております。
　こちらでは、目指すべき都市像のキーワード
として「共生」「個性」「活力」の三つ、その目
指すべき都市像実現のための仕組みづくりとし
まして、「国際交流、国際協力・協調」「人づく
り」「体制づくり」「空間づくり」の四つの取り
組みを掲げております。これが全体のイメージ
ですね。

③岐阜市の国際交流
　この都市像実現のための仕組みづくりにもう
たっております国際交流についてちょっとお話
をさせていただきます。
　特に友好姉妹都市を軸としました国際交流に
ついてということで、友好姉妹都市提携に至る
経緯はそれぞれ都市ごとにあるんですけれど
も、友好姉妹都市のあり方としまして、かつて
の国際親善というものから、より具体的で実の
ある交流へというシフトが、今、求められてお
ります。
　この図（スライド）は岐阜市の友好姉妹都市
を世界地図に載せたものなんですが、須永先生
や新田さんの方からもご紹介いただいています
とおりです。1978年のイタリア・フィレンツェ

市を皮切りにしまして、現在は世界の 6都市地
域と提携を結んでおります。これらのうち、最
も交流が盛んである中国の杭州市を例にとって
お話をさせていただきます。
　提携経緯としましては、1953年、終戦後、日
本各地で中国人殉難者の遺骨送還運動が起こり
まして、日中の往来がまた始まったわけなんで
すけれども、1962年、岐阜新聞社社長を団長と
する訪問団が杭州市を訪問しました。そこで両
市は平和と友好を誓いまして、日中不再戦の碑
文を交換。翌年、両市の公園にそれぞれ碑が建
立されるということで、しばらく時を経て、
1978年、中国の杭州市から友好都市提携の申し
入れをいただきまして、79年 2 月に岐阜市にお
いて友好都市提携調印を行っております。これ
が須永先生の発表の中にもありました日中不再
戦の碑ということで、日中国交正常化（1972年
9 月、田中角栄内閣）のおよそ10年前に行われ
たということで、日中関係の中でも本市の国際
交流としてのちょっとした自慢かなと思いま
す。
　（スライド）左側の写真が、杭州市の日中不
再戦の碑です。右側の写真のが岐阜市にある日
中不再戦の碑で、岐阜公園の中の日中友好公園
というところにこの碑文があります。
　こうして民間や友好交流から始まった杭州市
との関係でしたけれども、現在はより具体的な
ものとしようということで、2003年の杭州市友
好代表団が岐阜にお越しになった際に、各分野
における今日的課題に対する相互補完、協力、
支援について、備忘録という形で明文化しまし
た。その友好備忘録は全部で五つの柱というこ
とで、「経済貿易交流の促進」「双方の観光を促
進」「公務員交流の促進」「青少年交流の推進」「都
市建設、都市管理部門の交流を促進」をうたっ
ております。以下、具体例は時間の都合で省略
します（職員交流、青少年交流、産業交流、学
術交流）。
　以上が杭州市との交流なんですけれども、そ
の他の都市でも、先ほどの岐女短であるとか岐
阜大学等の学術交流ということで、友好姉妹都
市にある大学との連携等は図っていただいてお
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ります。

④岐阜市の多文化共生
　4番目ということで、新田さんもお話しされ
ておりました今日的課題でもあります多文化共
生ということです。ちょっとお伺いしたいんで
すが、「多文化共生」という言葉を知っている、
意味もわかるという方、挙手いただけますか。
　（会場 3割程度挙手）はい、ありがとうござ
います。
　今だんだん、これは今日的課題ということで
いろんなところでうたわれているんですけれど
も、例えば埼玉県がインターネットの県政モニ
ターに調査をしたときには、多文化共生という
言葉を聞いたことがあるというのは 4割の方だ
けでした。静岡県も同様に年末ぐらいにイン
ターネットでの調査をしましたところ、多文化
共生の言葉の意味も言葉も知っているという方
は 4割ぐらいということで、まだまだ僕らが力
を入れたいなぁと思っていることは周知が図ら
れていないのかなぁというふうに思います。
　この多文化共生推進の取り組みのうち、コ
ミュニケーション支援、生活支援等ということ
で、現在の取り組み例を五つ挙げさせてもらい
ました。
　コミュニケーション支援の中で、少ないなが
らも多言語情報提供ということで、市行政から
の情報を多言語化したものが幾つかございま
す。
　二つ目が外国人相談窓口ということで、母語
での対応ができる相談窓口を、今、岐阜市では
4言語対応させてもらっています。タガログ語
というのはフィリピンの方でよく使われる言語
で、あとはポルトガル語、ブラジルで使われる
言葉は各週 1回ずつということですけれども、
今、4言語対応させてもらっております。
　そのコミュニケーション支援で、日本語講座
の支援ということで、これは岐阜市の国際交流
協会という外郭団体で主に進めておりますが、
幾つかの日本語講座、日本語教授法講座などを
やっております。先ほど壇上に上がられまして、
いろんな顔をお持ちの加藤先生ですけれども、

ここでも教えていただいております。ありがと
うございます。
　それから生活支援ということで外国人児童支
援。これは各小・中学校にタガログ語、中国語、
スペイン語ができる指導員を派遣しまして、授
業の補助、あと日本語指導などを行っておりま
す。これは市の事業なんですけれども、岐阜県
からポルトガル語の指導員の派遣をいただいて
おります。
　それから主に中国人の研修生、技能実習生を
受け入れる企業や受入組合からの依頼を受けま
して、出前講座ということで、消防や防災、交
通安全等についての講習会を職員派遣というこ
とで対応させてもらっております。

岐阜市多文化共生推進等基本計画
　こうした多文化共生推進に関しまして、本市
では、先ほど説明させてもらいました平成14年
9 月策定の岐阜市国際化指針を基礎にしつつ、
一つ目として外国人市民の実態や意向を把握
し、二つ目として多様なセクターと協働して推
進するための仕組みづくりを進めながら、「生
活者としての外国人」の視点から、民族、国籍
や言語等の多様性を認め合い、ともに生活して
いける社会づくりを目指した取り組みを行うた
めの基本計画、岐阜市多文化共生推進等基本計
画を平成21年度に策定予定です。
　この策定に際しまして、まず外国人市民の実
態、意向把握、次に多様なセクターとの協働と
いうのを進めながら、今年度は外国人市民生活
実態調査というのを全部で四つ行っておりま
す。岐阜大学教育学部との共同研究という形で
二つ、岐阜市の外国人登録者のうち三つの条件
を満たす方から1,500名を無作為抽出しての郵
送アンケート、それから日本語講座、国際交流
イベント等、外国人の方が心を開いている場で
直接の聞き取りを行う聞き取り調査ということ
で、これらの 2点を今、岐阜大学と一緒にやら
せてもらっております。現在は取りまとめで、
担当の先生方、ものすごく必死に頑張っていた
だいているところなんですけれども、ちょっと
結果が楽しみです。
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　その他、ＮＰＯ等への委託で二つ、岐阜市に
登録のある外国人の方の約 3割を占めておりま
す研修生及び技能実習生に関する生活実態調査
ということで、これは雇用者側である雇用企業、
派遣組合、団体向けの郵送アンケートと、被雇
用者である研修生等への直接の聞き取り調査の
両面から行っております。郵送のアンケートに
つきましては、市内にあります中間支援組織と
いう色々な提言をいただく団体があるんです
が、そちらへの委託、2番目の聞き取り調査に
ついてはＮＰＯへの委託ということで、それぞ
れの特徴を生かした調査をしていただいており
ます。
　これらの調査なんですけれども、質問事項を
策定する段階から岐大やＮＰＯ以外にもいろん
な立場の方からの御意見をいただいて、協働と
いう形をとりながら進めております。これがそ
の全体の図になります。
　
キーワードは ｢協働｣
　最後に、本市の国際交流や多文化共生推進の
ためのキーワードとして「協働」という言葉を
挙げたいと思います。特に多文化共生の分野で
は、残念ながら行政だけでやるというのは不可
能なんです。基本計画を策定した後、各種事業
の実施に際しましても、外国人市民の方自身は
もちろんですけれども、大学やボランティア団
体、あと地域や他の自治体等と日ごろから顔の
見える関係をつくりながら、協働して取り組め
るような体制づくり、そういったものができれ
ばいいなぁというふうに考えております。	　
　組織と組織、人と人、そういったつながりや
協働こそがこれらの推進のためのかなめかなぁ
というふうに考えております。このフォーラム
が国際交流や多文化共生における、まず大学と
行政ということなんですけれども、その他地域
等との交流の場にもなればなぁという期待をし
て、締めさせてもらいます。
　以上、ご清聴、ありがとうございました。（拍
手）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質疑応答
【フロア質問者】　郡上の長谷川と申します。
　14ページの外国人相談窓口のところですけ
ど、例えば郡上市の市役所の窓口へお客さんが
見えたときに、そこで説明ができないような場
合に、岐阜市の方へ連絡させてもらって応援し
ていただくということはできるんですか。
【山本哲也氏】　ある程度はやらせてもらえると
思います。電話で対応ということなので、代わっ
て、代わってということになるんですけれども。
【フロア質問者】　そういう事態にお願いするこ
とがあったら対応していただけるということで
すね。
【山本哲也氏】　はい。
【フロア質問者】　ありがとうございます。
【司　会】　よい機会になってうれしいと思いま
す。
【山本哲也氏】　今のでちょっとだけ補足なんで
すけれども、岐阜県の外郭団体である県の国際
交流センターが、岐阜県内にあります外国人相
談、多言語で対応できる窓口の一覧というのを
作っておりまして、そういったものが準備され
ておりますので、今の本市の対応できる言語以
外でも他市でやれるものについては情報提供い
ただけるかと思いますので、ご参考までに申し
上げます。
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【司　会】　奥村和彦様は各務原市のご出身で、
1987年（昭和62年）より各務原市役所に勤務さ
れ、今、話題になっております国民年金課とか
市民税課とか、それから水と緑の推進課を経ら
れまして、本年度より観光交流課の観光交流係
長として国際交流に携わっておられます。
　本日は「各務原国際協会のこれまでの取り組
みと今後の課題」と題しまして発表いただきま
す。よろしくお願いいたします。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　ただいまご紹介にあずかりました各務原市役
所観光交流課の奥村と申します。よろしくお願
いします。
　今回は国際協会の立場としてお話しさせてい
ただきます。私は立場としては市役所の職員で
はありますが、各務原国際協会、市役所とは独
立した団体ではありますが、実際に事務をする
者がおりませんので、各務原市役所の観光交流
課の交流係の職員、私ともう一人の人間が事務
局を兼ねるという形でやっております。

各務原市国際協会（KIA）
　各務原市国際協会は設立が昭和61年です。目
的は、この当時はまだ大量の外国人が入ってく
る入管法改正の前でしたので、経済、学術、文
化の幅広い国際交流、国際化に対応したまちづ
くり、ひいては国際親善、国際平和に寄与した
いというような目的で設立されまして、多文化
共生というような言葉はこの当時は入っており
ません。ちなみに、現在、会員数は大体350名
ほど、大体これは毎年変わらない数字となって
おります。
　当然ですが、事務局の職員が 2人しかいなく
て、しかも市役所の仕事をしながら、ある意味、

言い方は悪いですけど片手間でやっているよう
な形になりますので、それを支えるボランティ
アの方の存在というのは欠かせないわけです。

KIA を支えるボランティア
　まず企画運営ボランティアというのがありま
して、どうしても同じ職員だけでやっています
と発想も固まってきてしまうようなところがあ
りますので、企画運営のボランティアを募集し
ていまして、そういうボランティアの方にいろ
いろなアイデアを出してもらって、できるだけ
新しいものをやっていこうというようなことを
やっております。
　それからホームステイボランティアというの
もありまして、交流ですからほかの海外の都市
からホームステイ、各務原市に滞在される方が
見えるわけですけど、そういうときにホームス
テイするボランティアの方をお願いしたりして
います。
　それから通訳ボランティアなんですが、これ
は主に国際ホッケー大会で活躍していただいて
おります。各務原市は非常にホッケーが盛んで、
アジアでも有数のホッケー施設であるグリーン
スタジアムというホッケー施設があるんです
が、それで大体平均すると 2年に 1回ぐらい大
きな国際大会があります。最近では北京オリン
ピックの男子のアジア最終予選がありました。
そのときに 8ヵ国ですか参加しましたので、そ
のホッケーの通訳ボランティア、国際ホッケー
大会の通訳ボランティアというのを募集して活
躍していただきました。
　それからあと日本語支援ボランティアという
ことなんですが、これは外国籍住民、日本語が
ほとんどできない外国籍住民の方への日本語支

発表（自治体）

各務原国際協会の
これまでの取り組みと今後の課題

各務原市産業部観光交流課　　奥　村　和　彦
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援、日本語を教えるボランティアですね。
　最後に、災害語学ボランティアというのも募
集しているんですが、実は災害に対する対応と
いうのはまだ非常にできていないような状況で
して、残念ながらまだほとんど登録だけで活用
されていないというのが現状です。

KIA の主な事業
　各務原市国際協会の主な事業としまして、大
きく分けると、海外文化の紹介、国際交流、そ
れから多文化共生事業が挙げられるのではない
かと思います。これはこういう三つの観点から
事業を進めているというわけではなくて、たま
たま今回発表がありまして、そういえばうちっ
て何をやったのかなといろいろ調べてみました
ら、こういうのが大きな三つの事業なのかなと
いうような感じのものです。

①海外文化の紹介事業
　まず海外文化の紹介ということなんですけ
ど、まず最初に大きなものとしては各種語学講
座というのがあります。やっぱり一番人気のあ
るのは英語の講座でして、これは人数も多いも
のですから、初級、中級、上級というふうに三
つの級、それぞれ 2クラスずつということで、
しかも年間大体通して全32回ということで、こ
れは100名を超える講座受講生がいつも見えま
す。あとは韓国語講座とか中国語講座がそれぞ
れ少しあります。実はうちの方はポルトガル語
相談員が 2名いますので、ポルトガル講座もで
きるんですが、それは市役所すぐ北に 2、3年
前に中部学院大学というのが開校しまして、そ
こでポルトガル語講座をやっていますので、あ
えてうちの方ではやっておりません。
　それから番外編としましては、イングリッ
シュ・バスというのがありまして、それはどう
いうのかといいますと後でちょっと説明しま
す。まずこれ（スライド写真）は国際協会主催
の英会話教室の、これは上級者なんであまり人
数はおりませんけど、一番多いのが中級者で、
そこですと 1クラス30名を超えるような生徒数
になっております。ついでに課題を一つ申し上

げますと、いつも受ける方が初級から、2、3
年とかかかってもいいんですけど初級から中
級、中級から上級、やがては自分で勉強するよ
うになって、新たな人が入ってくるというふう
にどんどんとすそ野が広がっていけばいいんで
すけど、現状はなかなかそうでもないようなと
ころがありまして、毎年同じような人が初級を
受けていたりとか、例えば自分の友達が初級を
受けているから、かなりしゃべれるんだけどい
つも初級にいるとか、私の好きな先生が初級に
いるからその初級にいるとか、そういう方も何
か見えるみたいで、その辺がちょっと問題とい
えば問題であります。
　それから、これ（スライド写真）はイングリッ
シュ・バスというやつなんですけど、ちょっと
見えないですけど、こちらがアメリカ人です。
2、3名ほどアメリカ人とか、要は英語圏の人
に入ってもらって、ただ単にバスで旅行するん
じゃなくて、そのバスの中では英語しか話さな
いよというルールで、できるだけ英語に親しん
でもらう環境をつくるというイングリッシュ・
バスツアーというのを 2年ぐらい前からやって
いまして、非常にいつもこれは好評です。これ
も一つの語学講座の番外編みたいな感じでやっ
ております。
　それから、あと文化紹介としては、これはど
うしてもワンパターンになってしまうんです
が、料理を通した海外文化紹介ということです。
うちの方の国際交流員がどうしても英語圏の者
なんで、クッキング・イン・イングリッシュと
いうことで、アメリカ料理を中心に紹介してお
りまして、これは国際協会の行事ですので、た
だの料理講座には終わらないようにということ
で、一応、案内についてはすべて英語で発送、
日本語の訳はつけていません。レシピなんかも
すべて英語で書いて当日やっております。当然、
なかなかその英語は皆さん達者なわけではあり
ませんので、わからなければ日本語でも説明を
交えてということで、できるだけ英語にも親し
んでいただこうということでやっております。
　そのほか、こちらにインドネシア料理とか、
例えば一番最後にモンゴル料理なんてあります
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けど、なかなかこういうのはうちの方も非常に
困るところで、いつもいろんな大学の留学生の
方、たまたまつてがあったりするとそういう方
を引っ張ってきて、その国の料理を紹介しても
らっております。どうして料理になってしまう
かというと、どうしてもこういうのに来てくれ
る方というのは主婦層の方が中心になりますの
で、どうしても料理が中心になって、ただ料理
を楽しむだけではやっぱり海外文化紹介にもな
りませんので、最後、料理が終わった後に例え
ばスライドで、こんなようなスライドでその国
の事情なんかをいろいろ紹介していただいたり
とかいうことで、少しでも国際理解をしていた
だくようなふうには努めております。
　ちなみにこれ（スライド写真）がクッキング・
イン・イングリッシュの様子なんですけど、こ
れが英語のレシピなんです。まだつくり始める
前ですね。皆さんで見ていただいて、わからな
ければ、一応、この外国人講師、日本語もしゃ
べれますので、どうしてもわからなければ日本
語で説明するというような形で、少しでも英語
に親しんでいただけるようなつもりでやってお
ります。
　これ（スライド写真）はちなみにスコットラ
ンド文化紹介ということで、こちらはスコット
ランドの方、たまたま見つかって呼んできまし
て、これはいわゆる 3時の紅茶のお菓子をみん
なでつくって、飲んで、その後、いろいろまた
スコットランドの文化を紹介していただいたり
というようなことです。

②国際交流事業
　国際交流事業としましては、先ほども言いま
したけど、一番上にあります男子ホッケーオリ
ンピック予選、これは今年やった事業です。男
子ホッケーオリンピック予選の通訳の方で支援
しました。
　それから 6月、セリトスというのはアメリカ・
カリフォルニア州のセリトス市というところな
んですが、そこから高校生 8人の方が見えまし
てホームステイをやりました。
　それから日本人ブラジル移住100周年記念イ

ベントというのが美濃加茂で去年ありまして、
それの方も支援させていただいております。
　それから、あと順番に紹介していきますが、
下から二つ目の英語スピーチコンテスト、これ
は何で国際交流事業に入っているかというと、
これは中学生と高校生を対象にしたスピーチコ
ンテストなんですけど、中学生はここのスピー
チコンテストで上位入賞しますと、翌年は、毎
年、秋に中学生の子を30人、アメリカの、こち
らにありますカリフォルニアのセリトス州と、
下にあるユタ州のカナブ市というところなんで
すけど、ここに 1週間、ホームステイの海外研
修というのがありまして、それに推薦で行ける
んですね。そういうことで、そういうちょっと
ニンジンをぶら下げるような感じになりますけ
ど、それで特に中学生の方は一生懸命になって
英語スピーチコンテストに出て、何とかそうい
う切符を手に入れたいということで頑張ってお
ります。
　これ（スライド写真）がホッケーオリンピッ
クの予選の様子ですね。こちらの方が選手です。
ちょうどこれはバスから降りたあたりぐらいで
すね。こちらに見えるのが通訳ボランティアの
方ですね。この方はたしかドイツかスイスだっ
たと思います。当然、英語も、英語は割とでき
る方が多いんですけど、通訳のボランティアの
方が、皆さん日本語ができないので、英語でい
ろいろ身の回りのサポートをしたりしておりま
す。
　それから、これ（スライド写真）がセリトス
の方と、それからホームステイの方も一緒に招
いて、木曽川で鵜飼いをしたときの様子です。
ぱっと見るとどの方が外国人かなとわからない
かと思いますが、セリトス市というのは非常に
移民の方、特にアジア系の移民が多いところで
して、来た方もインド系だったりベトナム系
だったり、そんな感じですので、例えばこの方
はインド系だったかな。その隣が、この方が中
南米系、こちらも中南米系ですかね。ぱっと見
にはだれが外国人かよくわからないような感じ
なんですけど、こんなようなこともしておりま
す。



�� Gifu University International Student Center

◆発表（自治体）

　それから、これ（スライド写真）は学びの森
フェスティバルというのが11月、これが非常に
こちらの岐阜大学とかかわりの深いところなん
ですが、これは昔、各務原市に岐阜大学の農学
部がございまして、その跡が今「学びの森」と
いう名前の公園に変わっております。そこで
やったフェスティバルで英語を使ったアメリカ
の遊びをやろうということでやったのがこれの
様子です。
　それからこれ（スライド写真）はサンタクロー
スの訪問事業。これが、この方がサンタクロー
スなんですが、いわゆるこの辺の方が変装して
来たんじゃなくて、アメリカの先ほど言いまし
たセリトス市というところの、この方はロータ
リークラブの方なんです。この方は、当然、子
供が見てまず外国人だというのはすぐわかるん
ですね。白いほほひげも、これは本物のひげで
いつもこの日のために 4月ぐらいからずっと伸
ばしているんです。なおかつ、体格が大きくて
太鼓腹なんですね。いわゆる本当にサンタク
ロースというイメージにぴったりな方なんで
す。ですから、この方が来ると本当に子供たち、
すごくびっくりして、本当にサンタが来たんだ
という感じで、すごく喜んでくれます。毎年好
評なんで、今年で 4年ぐらい続いていますかね。
これがプレゼントをお渡ししている様子です。
　今年は、多文化共生ということもちょっと頭
にありましたので、今まで各務原市内にブラジ
ル人学校があったんですけど、せっかくですか
らということで、サンタクロースにブラジル人
学校の方に訪問していただきまして、ちょっと
見にくいんですが、こちらがサンタクロースで
す。ちょっと隠れてしまっていますけど。非常
に皆さん、喜んでいただきましてよかったと
思っています。
　あともう一つ、今までは、おととしまでは保
育所しか行っていなかったんですが、ことしは
そのブラジル人学校と障害者施設の福祉の里の
方も訪問しました。これは福祉の里のスタッフ
の方ですね。子供だけじゃなくて、大人もだれ
も、この方が行くところは皆さん本当に笑顔に
なりまして、この方は皆さんを幸せな気持ちに

させる不思議な力があるというふうに感じてお
ります。
　これ（スライド写真）がその福祉の里での様
子です。小さいお子さん方が、障害を持ったお
子さん方で、大人がその保護者というような感
じです。
　最後に、こういうような形で、いつもクラス
ごとにプレゼントをもらった後に記念撮影を
撮ったりするんですが、実はいつも本当に喜ん
でいるのはどうも保育士の方のようで、いつも
最後に保育士の方が子供たちにお断りして、先
生たちのお時間をちょっとだけちょうだいねと
言って、最後にサンタクロースの方と記念写真
を撮るんですけど、一番うれしそうなのは子供
たちよりもむしろ先生方のような気がします。
　これ（スライド写真）が英語スピーチコンテ
ストの様子ですね。高校生のメリット、目に見
える形のメリットは名誉ぐらいしかないもんで
すから、入賞者というのは今年なんですけど、
この 2人だけです。あと残りはみんな中学生で
す。ここでこういうふうに入賞しますと、来年
の中学生の海外派遣の推薦枠がもらえるという
ことで、皆さん、頑張っていただいております。

③多文化共生事業
　あと最後に多文化共生事業についてちょっと
説明させていただきたいと思いますが、各務原
市の方は、この多文化共生事業というのは実は
おくれているのかなというのが正直な感想で
す。今やっているのは、主なものはこの三つな
んですが、まず最初に日本語講座というのを、
これは外国人を対象にした日本語講座なんです
けど、これをやり始めてまだ 2年たっておりま
せんね。1年半ですね。しかもうちの方は会場
もないものですから、一つ場所を借りて、毎週
水曜日の夜やるのが限界というのが残念ながら
今の状況です。
　ノヴァエタッパというのが各務原市にある唯
一のブラジル人学校で、こちらの支援を今年の
1月から12月までやることにしました。内容に
ついてはまた後で詳しく説明します。
　それから、外国人児童とか、実際に各務原市
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に住んでいる方に少しでも日本語を学ぶきっか
けをつくっていただこうということで、日本語
スピーチコンテストを今度 3月にやる予定でお
ります。
　ちなみに日本語の講座ですね。今のところ講
師が30名弱ということですね。受講者は、一応、
マン・ツー・マン形式で教えております。どう
してもレベルが受ける生徒によって違うもので
すから、いろいろ試行錯誤した結果、やっぱり
マン・ツー・マン形式でやるのが一番いいだろ
うということで、一遍にたくさんの人を教えら
れませんけど、これが今のところ一番いい方法
なのかなと思っています。先ほど言いましたよ
うに毎週 6時から 9時までやっていまして、開
始時間は 6時、7時、8時の三つから選択で、1
回につき 1時間コースということでマッチング
をするんですけど、受講する人は何時からが都
合がいいかというのをうちの方が聞きまして、
講師の人も会社が終わってから来る方も見えま
すので、7時からの方がいいとか、8時からな
ら教えられるとか、そういう方が見えますので、
それでそれぞれ合う方を合わせてやっておりま
す。課題としては、実は 1月以降、やっぱり失
業問題だと思うんですけど、日本語が話せない
と就職するときにいろいろ困るということだと
思うんですが、非常に申し込みがふえまして、
今、35名待ちというような状態です。講師の方
の供給が追いつかないので35名待ちのような状
態になっています。それから、当然これはボラ
ンティアですので、講師の一人ひとりのスキル
アップをどうしていくかというのも、これも一
つの問題であります。あともう一つはその会場
の確保。各務原国際協会独自のスペースという
のはありませんので、ですから仮に講師の方が
ふえても、時間をふやしたりとか日にちをふや
したりできないというのが今の現状です。
　あとブラジル人学校のノヴァエタッパの支援
ですが、常時90名ぐらいで推移していた生徒が
12月以降は急に激減していまして、現在40名ぐ
らいしかおらんと。教師も削減で14名から 9名
と書いていますが、この前聞いた話では、今さ
らに 1人減って 8名ということらしいです。こ

れ実は、先ほど言ったノヴァエタッパを12月に
訪問したとき、このときは12月のまだ頭ごろで、
まだ学校の方も「多少は生徒は減っているけど」
というような感じで、まだそんなには学校の方
も深刻な事態だとは思っていなかったみたいな
んですけど、年が明けてから急に状況が変わり
まして、現在、これは園児ですね、小学生前の
子たちなんですけど、このぐらいいたのが、今
たったの 3名しかいないというような状況に
なっております。
　そういうことで何とかしてほしいということ
で来ましたので、急にうちの方も呼びかけをし
まして、新聞とか各務原国際協会の会員向けの
チラシで緊急食料支援というのを呼びかけまし
た。要は給食にもお金がかかるので、その給食
代だけでも少しでも浮けば助かるということ
だったので、まず最初に食料支援を呼びかけた
ら、年が明けた、急に状況がさらに悪化したも
のですから緊急募金の方も呼びかけました。宣
伝までにちょっとこちらに載せさせていただい
ておりますけど、もしよろしければこういう形
で募金していただけるとありがたいと思ってお
ります。
　ちなみに、これ（スライド写真）は食料支援
をやったときの様子なんですが、実は思ったほ
ど集まらなくて、ちょっと私はがっかりしまし
た。実はこれを思いついたのは、もう何年も前
になるんですけど、ある弁護士の方があるアフ
リカのどこかの国に衣服を送ろうということ
で、要らない衣服を出してくださいということ
をやりましたら、皆さん、やっぱりタンスの中
に着なくなった服っていっぱい持っているんで
すね。それをみんなでやっぱり要らないからと
いうことでいっぱい持ってきたんです。そのイ
メージがあったもんですから、多分お歳暮でも
らったやつで、例えば缶詰をもらったんだけど
これって食べないよなとか、ノリをもらったけ
どうちはノリを食べないしとか、そういうのが
いっぱいあるかなと思って呼びかけてみたんで
すけど、意外と思ったほど集まりませんでした。
結局は、米が100キロとか、あとはこの辺にカッ
プめんとかスパゲティーの乾めんとか、いろい
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ろ集まったことは集まったんですけど、個人的
にはちょっと失敗だったかなというふうに思っ
ております。
　これ（スライド写真）がノヴァエタッパの支
援、今やっているやつですね。週 2日間は日本
語講師を派遣して日本語の授業をやっておりま
す。
　それから、これは生徒の話なんですけど、一
般のブラジル人のために土曜日に日本語の授業
を今始めております。
　それから、これもひょっとしたら当たり前で
皆さんご存じの話なのかもしれませんが、例え
ばブラジル人でも、ブラジル人学校に通ってい
る子供もいれば、公立の普通の学校に通わせて
いる方もいるんですね。例えば小さいころから
公立の学校に通っている子供というのは日本語
については全然不自由ないんですけど、逆に親
とのコミュニケーションができなくなるという
問題がありますよね。うちの相談員も言ってい
たんですけど、子供が今小学生で、できるだけ
ポルトガル語を忘れないようにということで家
ではポルトガル語で話すようにしているんです
けど、ポルトガル語で子供に何か話をしても、
返ってくるのは日本語で返ってくるというよう
なことを言っております。そういうような子供
のためにポルトガル語支援というのも土曜日に
やっております。
　これ（スライド写真）がその授業風景ですね。
これが生徒さんで、こちらに日本語の先生です。
これは逆に、ブラジル人児童を対象にしたポル
トガル語の教室の様子ですね。
　あと日本語スピーチコンテスト、これはこと
し初めての試みということでやってみました。
一つには、外国籍市民にこの機会に少しでも日
本語の能力を向上させるきっかけになってほし
いなということと、多文化共生社会には市民の
発掘ということで、うちはどこにどういう人が
住んでいるのかやっぱりなかなかわからない状
況にもなっていますので、これをきっかけに、
こんなに日本語の話せる人が実はいたんだなと
いうのがわかればいいかなというようなことで
始めてみました。それは今度 3月にあります。

今後の課題
　今後の課題としては、協会の自立ということ
で、こういうふうに市の職員が片手間にやって
いるんじゃなくて、本当に一つの財団法人とか
そういうような形で協会が独立できればいいな
と思っていますし、災害ボランティアなんかの
活用できていないボランティアがあります。
　それから、あとは多文化共生事業に向けた取
り組みで、日本語講座ですね。今、水曜日の夜
しかやっていないんで、全然今追いつかないよ
うな状況ですが、これが充実できればというこ
ともあります。
　それから外国籍住民との交流がほとんどでき
ていない状況ですので、これも進めていきたい
と思っていますし、外国人の問題が少しでも市
政に反映できるような、外国人コミュニティが
あって、市と常に連絡がとれるような体制がで
きればいいかなというふうには今思っておりま
す。
　以上、つたない話ですが終わらせていただき
ます。どうも長い間、ご清聴ありがとうござい
ました。（拍手）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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【司　会】　それでは 6名のご発表の先生方、本
当に今日はありがとうございました。
　時間が押しておりますけれども、全体を通し
まして何かご質問がございますでしょうか。ご
質問の時間に移りたいと思います。
【フロア質問者】　たびたび申しわけございませ
ん。愛知文教大学の稲熊と申します。
　実はきょう参りましたのは、岐阜県、岐阜市、
あるいは各務原市さんの方で大学の方と連携を
されてどのような地域外国籍住民の支援をして
いらっしゃるのかという、もうちょっと具体的
なお話が伺いたかったんですけれども、不況に
よって、岐阜県内でもたしか美濃加茂とか可児
の方では緊急支援講座というのをやっています
よね。そういったものを先生方の方ではどう
いったふうに取り組んでいらっしゃるのかとい
うことを一つ伺えたらありがたいんですけれど
も、よろしくお願いします。
【新田　豊氏】　まず岐阜県からご説明します。
　言葉の支援の部分については、岐阜県の場合
は財団法人岐阜県国際交流センターがありまし
て、そちらが行うというふうに役割分担をして
おります。この国際交流センターは、地域で日
本語教室をやっていただくためには日本語教師
を育成しないといけないんですけれども、なか
なかプロになるような方を育成するのは日本語
学校に行っていただかないといけないので、日
本語のプロの方、例えば岐阜大学の日本語の先
生に講師で来ていただいて、地域の日本語教室
で日本語を教えている方に集まっていただいて
養成講座というのをやっておりますが、そうい
うところで岐阜大学の先生にご協力をいただい
ております。
　それからあとはアンケートとかいろんな調査
報告を行うときには、もちろんいろんな大学の

先生にコーディネーターとして参加していただ
くというようなことで取り組みをしておりま
す。
【山本哲也氏】　岐阜市です。
　大学といいますと、先ほどの発表させてもら
いました調査で、共同研究ということで教育学
部さんとやらせていただいておるのと、あと大
学ということではないんですが、一ボランティ
アということで留学生の方にボランティア登録
いただいて、言語等の対応をしていただいてい
るのがあります。
　あと、多文化共生ではなくて国際理解という
ことなんですけれども、市内の小学校等の国際
交流イベントがあるんですが、そういったとこ
ろに留学生センターを通しまして留学生の方を
派遣いただきまして、小学校でのイベントに協
力いただいているということがあります。
　あと、美濃加茂市さん等でやっております緊
急支援ということなんですけれども、岐阜市に
つきましては中国の方が半分以上ということ
で、よく言われております日系人の方、ブラジ
ル人の方ですと260名程度ということで、登録
そのものが少ないのと、あと岐阜市に大きな製
造業そのものがあまりありませんので、今回の
その経済悪化という部分が、いろんな形の影響
はもちろんあるんですけれども、直接という形
ではありませんので、具体的な支援については
ちょっと市としては残念ながら今やっておりま
せん。以上です。
【奥村和彦氏】　各務原国際協会としましては、
先ほど新田さんの方から話がありましたけど、
国際交流センターの支援事業の補助を受けまし
て、国際協会で語学支援というのを今やってい
ます。ブラジル人学校の生徒とかあるいは一般
の方を対象にした日本語講座みたいなのが語学

質疑応答
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の支援ですね。
　あと大学等の連携なんですが、これは今まで
実際何もできていないような状況で、まだはっ
きりしたビジョンはないんですが、これをきっ
かけに地域の、岐阜大学さんとか岐女短さんと
かそういうところとつながりを持って、これか
ら進めていきたいなというのは思っております
が、まずはやっぱり、とにかく多くの方にいろ
んな国のことを知っていただく機会を提供して
いただければありがたいなというふうに思って
おります。
【司　会】　ありがとうございました。ほかにご
質問はございませんか。
【新田　豊氏】　すみません。一つだけ。
　先ほど郡上の方から市の窓口に来たときの言
葉の支援というのがちょっとございましたが、
一応、岐阜県としては、先ほどの説明した国際
交流センターに、英語、中国語、ポルトガル語
対応の職員を配置しておりまして、それぞれの
市で、例えばきょうお見えの岐阜市さん、各務
原市さんは市独自で通訳さん、相談員さんを置
いているんですけれども、置いていない地域の
支援は国際交流センターですることとしており
ますので、もしお困りのときは国際交流セン
ターにお願いしたいと思います。ただ、通訳・
翻訳会社の業務を妨害するような一民間企業の
方の支援までは行政ができませんので、あくま
でも県のセンターは市役所の翻訳・通訳とか、
それからどうしても市がかかわらなきゃいけな
い地域の翻訳・通訳であれば相談に乗りますの
で、それ以外の企業の翻訳とか一個人的な趣味
の翻訳というのはさすがにちょっとできません
ので、よろしくお願いいたします。
【司　会】　どうもありがとうございました。
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　ただいまご紹介いただきました岐阜大学留学
生センター長の小林でございます。
　本日は、年度末、学年末にもかかわらず、た
くさんの人が私たちのフォーラムにご参加くだ
さいまして、まことにありがとうございました。
厚くお礼申し上げます。
　6人の先生方に発表していただきましたけれ
ども、大変わかりやすく、内容も豊富で、大変
よかったと思います。私も新たな知見をたくさ
ん得ることができました。どうもありがとうご
ざいました。
　先ほど古田先生もおっしゃいましたが、現在、
私たち岐阜大学は、次期の中期目標、中期計画
を作成中であります。そのなかで、「国際化」
は大変重要な柱に位置づけられておりますが、
中でも「大学の国際化への取り組みの成果を生
かし、地域に貢献する」とうたわれており、地
域への貢献、地域との連携が重要になっており
ます。言うまでもなく、地域との連携というも
のを考えた場合には、その地域の資源ですね。
人材とかも含めた、そうした地域資源をできる
だけ利用することが最も重要だと思います。先
ほど森田先生もおっしゃいましたけれども、地
域密着型－郡上市や土岐市へのエクスカーショ
ン－はその一つであるでしょうし、新田先生初
めブラジルについての言及がありましたが、ブ
ラジル人をどういうふうに支えていくかが私た
ちの緊急の課題となっています。
　いずれにしても、きょうの議論を踏まえて、
私たちは今後、地域への貢献、地域との連携を
どのように図っていくかを、考えていきたいと
思っております。
　本日のフォーラムですが、岐阜大学の「活性
化経費」を利用して、私たち留学生センターが

企画いたしました。今後、本日の成果を踏まえ
まして、さらにきょうの議論を深めて、地域の
連携を含めた国際化の進展に努力していきたい
と思っております。
　きょうは本当に長い間、ありがとうございま
した。これでフォーラムを閉会させていただき
ます。どうもありがとうございました。（拍手）

閉会の挨拶
岐阜大学　留学生センター長　　　小　林　浩　二
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